


こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
北
播
磨
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
多
様
な
診
療
科
目

を
持
ち
、
医
療
人
も
魅
き
つ
け
る
マ

グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
、
地

域
と
と
も
に
築
き
、
理
想
の
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

全
国
的
な
医
師
不
足
に
加
え
、
平

成
１６
年
度
か
ら
新
人
医
師
の
臨
床
研
修

制
度
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
更
に
医

師
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。
市

民
病
院
で
は
、
近
年
医
師
は
減
少
し
て

い
ま
せ
ん
が（
下
表
）、
将
来
も
こ
の
状

態
が
続
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
経
営
・
人
材
確
保
面
か

ら
、
現
市
民
病
院
を
存
続
し
て
い
く
に

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

現
在
の
市
民
病
院
は
、
昭
和
６０
年

に
建
築
さ
れ
築
２５
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
市
民
病
院
を
存
続

さ
せ
る
場
合
、
近
い
将
来
に
建
て
替
え

を
計
画
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
病
院
の
経
営
面
に
お
い
て
も
、

病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
よ
り

一
層
の
収
支
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
総
務
省
か
ら
は
、「
経
営

の
効
率
化
」「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」「
経
営
形
態
の
見
直
し
」
な
ど
が

示
さ
れ
、
医
療
制
度
も
大
き
く
変
革
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

小
野
・
三
木
両
市
の
統
合
病
院
「
北
播
磨
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
構
想
は
、
医
師
を
派
遣

す
る
大
学
と
複
数
の
自
治
体
が
連
携
し
て
実

施
す
る
と
い
う
全
国
初
の
取
り
組
み
で
す
。 
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※
①
勤
務
医
の
集
め
ら
れ
る
、
②
医
師
の
専
門
教
育
が
で
き
る
、
③
指
導
能
力
を
持
っ
た
専
門
医
が
派
遣
さ
れ
る
病
院
 

※
 

外観イメージ 

 

内観イメージ 

 

この6年間に、北播
磨の公立病院から、
一つの病院がなくな
るのと同程度の医師
が減少しています。 

※医師数は嘱託職員を含む（臨床研修医は除く） 

小
野
市
民
病
院
は
、
１５
診
療
科
で

す
が
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

北
播
磨
圏
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
・
機
能
に
応
じ
た
医
療
供
給
体
制
と

す
る
た
め
、
内
科
系
１３
診
療
科
、
外
科

系
１４
診
療
科
、
あ
わ
せ
て
２７
診
療
科
を

開
設
し
ま
す
。 

用
地
費
、
造
成
費
、
建
築
費
、
医

療
機
器
な
ど
の
初
期
投
資
に
約
２
０
０

億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す（
資
金
計
画

は
、
下
図
の
と
お
り
）。 

国
の
支
援
、
低
金
利
な
ど
恵
ま
れ

た
状
況
に
あ
り
、
国
の
補
助
金
１７
億
円

以
外
の
１
８
３
億
円
は
、
借
入
金
で
調

達
し
ま
す
が
、
年
利
２
％
程
度
で
借
入

れ
で
き
る
見
込
み
で
す
。 

特
に
、
産
婦
人
科
を
新
設
し
て
小

児
科
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
周
産
期

医
療
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
放
射
線
治
療
科
、

病
理
診
断
科
、
緩
和
ケ
ア
内
科
を
新
設

し
ま
す
。 
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規 模 

・病院用地　約９ha 
・病院本館　７階建 
・延床面積　 約  40,00 0  ㎡ 
・診療科目　2 7  診療科 
・病床数　　45 0  床 
・付属施設　医師看護師宿舎 

院内保育所 
院外薬局 

病
床
数
に
つ
い
て
は
、
１
日
当
た

り
の
入
院
患
者
数
の
見
込
み
推
計
か
ら
、

全
体
で
４
５
０
床
を
整
備
し
ま
す
。 

ま
た
、
救
急
受
入
体
制
の
強
化
と

そ
れ
に
伴
う
重
症
患
者
の
受
入
体
制
の

強
化
の
た
め
、
救
急
室
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集

中
治
療
室
）、
Ｈ
Ｃ
Ｕ（
準
集
中
治
療
室
）

を
設
置
。 

ま
た
、
が
ん
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
を
設
置
し
ま
す
。 

各フロアイメージ 

 

順位 病院名 所在地 病床数 備考 

１ 

２ 

947 学校法人 西宮市 

３ 

４ 

５ 

６ 

兵庫医科大学病院 

神戸市立医療センター 
中央市民病院 

神戸大学医学部附属病院 

関西労災病院 

姫路赤十字病院 

北播磨総合医療センター 

神戸市 

神戸市 

尼崎市 

姫路市 

小野市 

874

902

独立法人 

独立法人 

独立法人 

642

503

450

 公的 

 公立 

病床数の状況（県内） 
北播磨総合医療センターの病床数 

 病床区分 病床数 

 

両市民病院の病床数（現行） 

合計 三木 小野 

病 床 数 合 計 

病棟 

ICU

HCU

救急室 

緩和ケア病棟 

人間ドック 

内
　
訳
 

2

220

218

― 

― 

― ― ― 

450

380

10

20

10

20

10

― ― ― 

543

522

6

8

7

323

304

6

8

5

初期投資200億円 

 
両市会計 

 

国補助 

 

病院会計 

 17億 75億 108億 

小野市が半分を負担
しますが、国の支援
があるため、実質
18.8億円の負担 

このうち21.6億円を
両市で負担するため、
小野市は10.8億円
の負担 

鳥瞰図（国道175号 市場東交差点周辺） 

 問い合わせ先 
新病院建設整備室（�　1000内線769） 
 

◯ 63

平成25年 
10月オープン（予定） 
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全
国
か
ら
５，
３
４
１
首（
一
般

の
部
１，
４
７
１
首
、
小
中
高
校
生

の
部
３，
８
７
０
首
）の
応
募
が
あ

り
、
次
の
皆
さ
ん
の
受
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

ど
う
し
て
も
眼
が
描
け
な
い
自
画
像
 

の
眼
の
な
い
顔
と
た
た
か
っ
て
い
る
 

　
　
　
　
　
　
静
岡
市
　
青
木
信
一
 

幾
た
び
も
二
分
遅
れ
を
あ
や
ま
り
て
 

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
静
か
に
走
る
 

　
　
　
　
　
　
伊
丹
市
　
友
次
洋
子
 

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
縁
と
な
り
て
異
国
人
 

五
代
目
継
ぎ
て
紙
を
漉
き
を
り
 

　
　
　
　
　
岸
和
田
市
　
向
井
靖
雄
 

氷
河
期
を
生
き
残
り
来
て
蜚
が
わ
が
 

大
祖
の
仏
飯
を
食
ふ
 

　
　
　
　
　
　
宇
部
市
　
藤
井
重
行
 

降
る
雪
が
捩
じ
曲
げ
を
り
し
ブ
ナ
の
 

木
も
目
覚
め
の
音
を
春
の
野
山
に
 

　
　
　
　
　
　
静
岡
市
　
籠
島
道
城
 

※
投
稿
時
の
学
年
で
掲
載
 

※
投
稿
時
の
学
年
で
掲
載
 

弟
は
い
つ
も
ぼ
く
に
つ
い
て
く
る
 

大
好
き
だ
け
ど
い
じ
わ
る
し
ち
ゃ
う
 

　
　
　
　
小
野
小
５
年
　
酒
井
　
嶺
 

夕
暮
れ
に
君
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
は
 

こ
げ
た
ク
ッ
キ
ー
み
た
い
な
味
が
し
た
 

　
　
　
　
小
野
中
３
年
　
柏
木
美
和
 

帰
る
場
所
あ
る
か
の
よ
う
に
雲
行
け
 

り
三
十
点
の
答
案
握
る
 

長
野
県
飯
田
女
子
高
校
２
年
　
宮
崎
沙
耶
香
 

離
乳
食
と
着
替
へ
の
カ
バ
ン
を
受
け
取
 

り
て
今
日
よ
り
孫
の
託
児
所
と
な
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
満
代
 

一
月
は
そ
う
つ
と
し
と
こ
玉
葱
の
 

六
千
本
の
未
だ
眠
る
畑
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
み
ど
り
　
 

う
ち
の
犬
な
ま
え
は
リ
リ
ー
お
ん
な
 

の
子
力
が
つ
よ
く
て
ひ
と
な
つ
っ
こ
い
 

　
　
　
　
中
番
小
５
年
　
阿
部
愛
実
 

お
は
よ
う
の
「
お
」
と
「
お
」
が
重
 

な
る
校
門
で
休
み
時
間
の
計
画
話
す
 

　
　
　
小
野
東
小
６
年
　
横
田
亮
祐
 

赤
と
ん
ぼ
夕
焼
け
ぞ
ら
を
泳
い
で
る
 

ま
る
で
新
品
ゆ
う
び
ん
マ
ー
ク
 

　
　
　
　
小
野
小
５
年
　
東
畑
芽
依
 

帰
り
道
明
日
の
予
定
を
考
え
な
が
ら
 

小
ま
た
が
だ
ん
だ
ん
大
ま
た
に
な
る
 

　
　
　
　
小
野
小
６
年
　
入
江
　
瑛
 

さ
か
な
と
り
な
ま
ず
と
う
な
ぎ
ど
っ
ち
 

好
き
ぼ
く
に
に
て
い
る
な
ま
ず
が
い
い
な
 

　
　
　
下
東
条
小
５
年
　
山
崎
隆
聖
 

テ
ー
プ
跡
つ
か
な
い
電
気
開
か
な
い
 

戸
そ
れ
も
含
め
て
私
の
母
校
 

　
　
　
　
小
野
中
３
年
　
�
橋
 
心
 

ワ
イ
ワ
イ
と
休
み
時
間
に
さ
わ
ぎ
だ
 

す
こ
の
瞬
間
が
私
は
好
き
だ
 

　
　
　
小
野
中
２
年
　
�
田
佳
奈
絵
 

昔
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
自
販
機
の
 

「
つ
め
た
〜
い
」
の
中
の
波
線
 

　
　
小
野
南
中
３
年
　
横
田
健
太
郎
 

冬
の
日
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ひ
つ
じ
た
 

ち
夕
日
と
一
緒
に
と
け
て
お
や
す
み
 

　
　
　
　
旭
丘
中
１
年
　
三
浦
 
咲
 

酒
蔵
の
ほ
の
ぼ
の
ぬ
く
い
白
い
ゆ
げ
 

朝
の
ま
ち
を
つ
つ
ん
で
く
れ
る
 

　
　
　
小
野
高
校
１
年
　
行
平
奈
央
 

「
葦
舟
」（
第
十
四
歌
集
） 

河
野
 
裕
子
 
氏
 

か
わ
の
　
ゆ
う
こ
 

昭
和
２１
年
熊
本
県
生
ま
れ
。

紫
式
部
文
学
賞
、
若
山
牧
水

賞
を
受
賞
。
昨
年
、「
母
系
」

に
よ
り
迢
空
賞
、
齊
藤
茂
吉

短
歌
文
学
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
。 

大
正
８
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。

東
京
大
学
卒
業
。
海
軍
主
計

科
士
官
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
島
へ
。

帰
国
後
、
日
本
銀
行
に
復
職
。

現
在
、
日
本
芸
術
院
会
員
、

現
代
俳
句
協
会
名
誉
会
長
。 

昭
和
１８
年
東
京
都
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。

武
田
隆
子
主
宰
詩
誌
「
幻
視
者
」

に
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
参
加
。

日
本
現
代
詩
人
会
会
員
。 

「
日
常
」（
第
十
四
句
集
） 

金
子
 
兜
太
 
氏
 

 「
森
へ
行
く
道
」（
第
五
詩
集
） 

山
本
 
楡
美
子
 
氏
 

や
ま
も
と
　
　
ゆ
 
み
 
こ
 

か
ね
こ
　

と
う
た
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当
市
出
身
の
上
田
三
四
二
氏（
１
９
２
３
〜
１
９
８
９
）の
歌
人
、
作

家
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
平
成
２
年
に
は
じ

ま
っ
た
上
田
三
四
二
賞
は
、
平
成
１８
年
度
に
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
と
名
称
を
変
更
し
、
昨
年
、
第
２０
回
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
公
募
に
よ
る
短
歌
大
会
に
加
え
、
前
年
中
に
刊

行
さ
れ
た
歌
集
、
句
集
、
詩
集
の
う
ち
最
も
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る

「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」
を
創
設
。
こ
れ
ら
２
つ
の
大
会
を
併
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
短
歌
、
詩
歌
の
ま
ち
お
の
」
を
さ
ら
に
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。 

講師　岡井隆 氏 
第１回小野市詩歌文学賞 
（短歌部門）受賞 
テーマ 
「詩と歌の間」 
 

歌集（短歌）、句集（俳句）、詩集（詩）各々 
の分野で最も素晴らしい作品の著者を顕彰。 
 

学生の部と一般の部の優秀作品の表彰。 
 

馬場あき子氏と永田和宏氏が、入賞作品をパ 
ワーポイントで、わかりやすく解説。 

選考委員によるパネルディスカッション 
テーマ「詩歌・言葉の楽しみ」 
【パネリスト】 
馬場あき子氏、 井 喬氏、宇多喜代子氏 
【コーディネーター】 
永田和宏氏 
 

短歌フォーラム終了後、エクラ大会議室にお 
いて、選者、講師との懇親会。 
（参加料　1人1,000円） 
 
その他 

憩いのコーナー 
10:30～12:30　大会議室 
お琴、尺八の演奏や、お茶でおもてなし 
特産品コーナー 
ぷらっときすみの、山田錦米パン工房、 
ル・ナナンの販売 
歓迎セレモニー 
11:00～12:20  ハートフルサロン 
文化連盟芸能部の皆さんが、伝統芸能を披露 
 

永田和宏氏 

 

昭
和
２２
年
、
滋
賀
県
生
ま
れ
。
京
都

大
学
理
学
部
卒
業
。
朝
日
歌
壇
選
者
。

宮
中
歌
会
始
詠
進
歌
選
者
。
京
都
産

業
大
学
総
合
生
命
科
学
部
教
授
・
学

部
長
 

馬場あき子氏 

昭
和
3
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
昭
和

女
子
大
学
卒
業
。
朝
日
歌
壇
選
者
、

日
本
芸
術
院
会
員
 

昭
和
２
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京

大
学
経
済
学
部
卒
業
。
日
本
芸
術
院

会
員
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
、
財

団
法
人
セ
ゾ
ン
文
化
財
団
理
事
長
 

昭
和
１０
年
、
山
口
県
生
ま
れ
。 

俳
誌
「
獅
林
」
を
へ
て
、
桂
信
子
の
「
草

苑
」
同
人
。
現
在
は
、「
草
樹
」
会
員
。

現
代
俳
句
協
会
賞
、
蛇
笏
賞
受
賞
。

現
代
俳
句
協
会
会
長
 

井 喬氏 
（堤 清二氏） 

 

宇多喜代子氏 
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全国から、184点の応募があり、審査
の結果、小山朝子さん（群馬県） の作品
が最優秀作品に輝き、チャイコムのマ
スコットとして採用しました。 
ず～っと3歳のチャイちゃん・コム
くんを、（児童館で生まれた）卵に見立
てて、これから大きく育ちゆく子ども
たちの可能性を秘めたキャラクターです。 
児童館の開館から８周年を迎える８
月上旬に「マスコットキャラクター誕
生記念イベント」を開催しますので、
チャイちゃん・コムくんに出会える日
を楽しみにお待ちください。 

児童館チャイコム（�  8588） ◯ 63

参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
て
、

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
安
全
行
動
を
身
に
つ
け
、
交

通
事
故
防
止
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

▼
内
容
 

・
歩
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
交
通
安
全
講
習
 

・
交
通
安
全
講
話
な
ど
 

▼
特
典
　
２
回
以
上
受
講
す
る
と
、

白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
入
浴
料
が
半

額（
３
回
分
）ま
た
は
、
あ
お
陶
遊

館
ア
ル
テ
の
陶
芸
教
室（
１
日
体

験
コ
ー
ス
）受
講
料
が
半
額（
１
回

分
） 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の

方
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
防
災
・
地
域
安

全
グ
ル
ー
プ（
�

　
３
３
８
７
） 

主
催
　
小
野
市
交
通
安
全
対
策
委
員

会
・
社
警
察
署
 

共
催
　
小
野
地
区
安
全
・
安
心
再
生

協
議
会
 

後
援
　
兵
庫
県
警
察
本
部
交
通
部
交

通
企
画
課
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高
齢
者
交
通
事
故
防
止
講
習
を
受
け
て
白
雲
谷
温
 

泉
ゆ
ぴ
か
、
あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ
に
行
こ
う
！
 

内 容 日 時 場 所 
県警本部高齢者交通安全教育隊 
（スタウス）による交通安全教室 

社警察署交通課による交通安全講話 

伝統産業会館 
大研修室 
コミセンかわい 
大会議室  
コミセンきすみの 
大会議室  
コミセンいちば 
集会所  
コミセンおおべ 
大ホール  
コミセン下東条 
視聴覚室 

 6月25日（金）10：00～ 
 

7月30日（金）10：00～ 
 

8月31日（火）10：00～ 
 

9月29日（水）10：00～ 
 

10月26日（火）10：00～ 
 

11月30日（火）10：00～ 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 

小
野
向
日
葵
ホ
テ
ル
・
食
事
処
ひ

ま
わ
り
（
�

　
２
０
２
０
） 

小
野
工
業
団
地
・
小
野
流
通
等
業
務
団
地
の
管
理
塔
で
あ
る

匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
内
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
こ
の
た

び
装
い
を
新
た
に
「
小
野
向
日
葵
ホ
テ
ル
・
食
事
処
ひ
ま
わ
り
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

落
ち
着
き
・
親
し
み
や
す
さ
を
提
供
す
る
た
め
レ
ス
ト
ラ
ン

メ
ニ
ュ
ー
を
和
食
中
心
に
変
更
す
る
と
共
に
、
宿
泊
料
金
の
値

下
げ（
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
一
泊
５，
０
０
０
円（
セ
ル
フ
朝
食
付
））

や
、
お
得
な
一
泊
二
食
付
プ
ラ
ン（
８，
０
０
０
円
〜
）な
ど
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
小
野
大
会

の
取
り
組
み
の
一
環
で
、
ハ
ー
ブ
を

使
っ
た
特
産
品
開
発
に
取
り
組
む

「
ハ
ー
ブ
ヒ
ル
ズ
す
な
お（
代
表
＝
森

尾
素
直
さ
ん
）」が
、
手
作
り
ハ
ー
ブ

料
理
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
施
設
は
、
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ

か
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
体
験
室
を

活
用
し
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

開
設
。
ハ
ー
ブ
の
良
さ
を
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
拠
点
と
し

て
運
営
し
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ハ
ー

ブ
ク
ッ
キ
ー
、
ハ
ー
ブ
カ
レ
ー
、
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
。
営
業
は
、
土
・

日
・
祝
日
の
１０
時
か
ら
１７
時
ま
で
。 

ハ
ー
ブ
ヒ
ル
ズ
す
な
お
 

　
　
　
　
　
　（
�

　
７
３
５
０
） 
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議長 副議長 
河合俊彦 氏 石田喜久男 氏 平

成
１６
年
の
台
風
２３
号
に

よ
る
粟
生
川
流
域
の
甚
大
な

浸
水
被
害
か
ら
6
年
余
り
、

悲
願
で
あ
っ
た
「
粟
生
樋
門
」

が
万
願
寺
川
と
粟
生
川
の
合

流
部
に
完
成
し
、
完
成
式
典

が
４
月
２５
日
に
あ
り
ま
し
た
。 

樋
門
の
設
置
に
よ
り
、
台

風
２３
号
相
当
の
洪
水
が
起
こ
っ

た
場
合
、
マ
イ
ナ
ス
１.６
m
の

水
位
低
減
効
果
が
あ
り
、
浸

水
面
積
を
約
半
分
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

小野市議会は、5 月 11 日の第 366
回市議会臨時会で、議長に石田喜
久男 氏（67歳・下来住町）、副議長
に河合俊彦 氏（64歳・浄谷町）が選
出されました。 

メニューはイメージです 
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー

ド
）は
、
市
が
発
行
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

行
政
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

請
の
ほ
か
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
交
付
手
数
料
と
し
て

５
０
０
円
が
必
要
で
し
た
が
、
本
年

４
月
か
ら
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

県
内
の
市
町
で
は
、
２
〜
３
年
ご

と
に
保
険
税（
料
）を
引
き
上
げ
て
い

ま
す
が
、
小
野
市
で
は
平
成
１６
年
度

か
ら
７
年
間
、
保
険
税
を
据
え
置
き
、

住
民
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。 し

か
し
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

な
か
、
医
療
受
診
の
増
加
や
高
度
化

な
ど
に
よ
り
、
保
険
制
度
を
支
え
る

財
政
が
危
機
的
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。 本

年
度
、
有
識
者
に
よ
り
保
険
税

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。  

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
国
民
健
康
保
険

　
係
（
�

　
１
４
６
９
） 

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
、
民
生
委
員（
児
童
委

員
）、
民
生
児
童
協
力
委
員
の
活
動

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
は
法
律
で
３
年
の
任
期
と
な
っ
て

お
り
、
本
年
度
が
一
斉
改
選
の
年
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
福
祉
活
動
が
途
切

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ス
ム
ー

ズ
な
改
選
事
務
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
係
　

　（
�

　
１
０
１
１
） 

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
と
し
て
創

設
さ
れ
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
月
額
１
３，

０
０
０
円（
本
年
度
）を
支
給
し
ま
す
。

支
給
月
は
年
３
回
（
６
月
・
１０
月
・

２
月
）で
、
前
月
分
ま
で
の
手
当
て

を
養
育
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
児
童
福
祉
係
　

　（
�

　
１
６
４
５
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
係
（
�

　

　
１
０
０
５
） 
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[スケジュール] 

 4月 民生委員などの定数協議 

 7月 民生委員などの推薦依頼（市→各町・自治会） 

 8月 民生委員などの推薦報告（各町・自治会→市） 

  小野市民生委員推薦会の開催（委員の適格性審査） 

 9月  　民生委員などの推薦調書の提出（市→県） 

11月 委員交替地区の活動等引継ぎ 

12月 委嘱状の交付（伝達式開催） 

 

兵庫県 
小野市 

小野市役所　0794-63-1000

○○○○年○月○○日まで有効 

昭和○○年○月○日　性別 女 

王子町806番地の1
住基花子 

[スケジュール] 

 4月末 　　　 子ども手当て申請書の送付（市→該当世帯） 

 5月末  　　　 申請書の提出（受給世帯→市） 

 6月15日　　 第1回支給（4・5月分） 

 6月30日　　 子ども手当現況届提出期限 

10月15日　　第2回支給（6・7・8・9月分） 

（平成23年） 

 2月15日　　 第3回支給（10・11・12・1月分） 
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市
民
福
祉
部
で
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
各
種
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

本
年
度
の
主
な
新
規
事
業
、
拡
充
事
業
な
ど
を
中
心
に
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

超
高
齢
社
会
の
今
日
、
地
域
生
活
を
過
ご
す
う
え
で
、

介
護
や
障
が
い
な
ど
に
係
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
や
一

体
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
仮
称
）小
野
市
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅

介
護
を
担
う
福
祉
公
社
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
心

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
と
機
能
を
再
編
し
、

相
談
か
ら
支
援
に
至
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
一

か
所
で
の
手
続
き
で
完
了
）と
健
康
づ
く
り
の
拠
点
施

設
を
目
指
し
ま
す
。 

﹇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈ 

（
平
成
２２
年
） 

　
　
４
月
　
基
本
構
想
着
手（
施
設
） 

　
　
６
月
　
整
備
内
容
の
決
定（
施
設
） 

７
〜
１１
月
　
実
施
設
計
、
建
築
確
認
申
請
等
 

（
平
成
２３
年
） 

 

　
　
１
月
　
工
事
着
手
 

 
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
福
祉
公
社
の
組
織
再
編
調
印
 

 
　
　
　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
の
仮
移
設
 

　
　
１０
月
　
新
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
用（
組
織
統
合
） 

（
平
成
２４
年
） 

　
　
１
月
　
（
仮
称
）小
野
市
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
担
当（
�

　
１
５
０
９
） 
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介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
通
い
・
泊
ま
り
・
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」
が
一
施
設
で
対
応
で
き
る
「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
施
設
」
を
小
野
南
圏
域
内
で
１
施
設
整
備
。

ま
た
、「
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
１
ユ
ニ
ッ

ト
９
人
定
員
×
２
ユ
ニ
ッ
ト
）」
を
小
野
圏
域
ま
た
は
小
野

南
圏
域
内
で
１
施
設
整
備
し
ま
す
。 

﹇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈ 

（
平
成
２２
年
） 

　
　
４
月
　
事
業
希
望
者
の
受
付
 

５
〜
６
月
　
審
査
 

　
　
７
月
　
事
業
者
決
定
 

　
　
８
月
〜
施
設
整
備
着
手
 

（
平
成
２３
年
） 

　
　
３
月
　
施
設
完
成
予
定
 

　
　
４
月
　
事
業
者
指
定
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
 

小規模多機能型居宅介護施設 

地域密着型特別養護老人ホーム 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
保
険
係
（
�

　
１
５
０
９
） 

◯ 63

イメージ図であり、建築される建物とは異なります 

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
今
後
変
更
す
 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 
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▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民

税
係（
�

　
１
０
０
０
内
線
５
８

３
・
５
８
４
） 

税
務
シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
は
住
民
税
、
固
定
資
産

税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
を
納

付
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
３
つ
の

市
税
を
合
算
し
た
１
枚
の
納
付
書

を
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
税
目

ご
と
に
各
１
枚
の
納
付
書
を
そ
れ

ぞ
れ
の
封
筒
に
入
れ
て
お
送
り
し

ま
す（
封
筒
は
税
目
ご
と
に
色
を
変

え
て
い
ま
す
。
多
い
方
で
３
通
と

な
り
ま
す
）。 

●
軽
減
に
は
所
得
の
申
告
が
必
要
 

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

に
は
、
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
被
保
険

者
の
所
得
状
況
に
応
じ
、
保
険
税

の
均
等
割
、
平
等
割
に
つ
い
て
軽

減
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
該
当
世
帯
に
適
用
し
て
い
ま
す
。 

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
資

格
異
動
に
伴
う
緩
和
措
置
 

①
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
単
身
世
帯
と
な
る
方
に

つ
い
て
、
５
年
間
、
平
等
割
額

が
２
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。 

②
被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
保
険
者
の
被
扶
養
者

（
６５
歳
以
上
）で
あ
っ
た
方
が
国

保
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
、

所
得
割
・
資
産
割
は
課
税
さ
れ

ず
、
均
等
割
額
が
２
分
の
１
減

額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
旧
被
扶

養
者
の
み
の
世
帯
は
、
平
等
割

も
２
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す（
介

護
分
は
対
象
外
）。 

※
該
当
さ
れ
る
方
は
、
減
免
申

請
が
必
要
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係（
�

　
１
４
６
９
）
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【昨年度】 【本年度】 

◯ 63

【算出方法】　国民健康保険税＝（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ） 
 

住民税（普徴）納付書 

 

国民健康保険税納付書 

 

固定資産税納付書 税目ご
とに 

別々の
封筒に

 

入れて
郵送し

 

ます 

 

医療分 
 加入者全員 

 
加入者全員 
 

内容 
後期高齢者支援金分 
 

介護分 
 加入者のうち40～64歳の方 

 所得割 
資産割 
均等割 
平等割 

前年の基準総所得額 
固定資産税額に対して 
被保険者1名につき 
1世帯あたり 

5.75/100 
 7.50/100 
 19,500円 
 21,500円 
 500,000円 
 （470,000円） 

課税上限額　変更後 
 （変更前） 

 1.80/100 
  1.50/100 
 7,000円 
 6,000円 
 130,000円 

 （120,000円） 

1.40/100
1.50/100 
 7,800円 
 5,000円 
 100,000円 
 （同じ） 

＋ ＋ 

※基準総所得金額とは、収入金額ではなく、所得金額から基礎控除33万円を引いた後の金額です 

世帯主課税 
国民健康保険税は、国民健康保険に加入されている方について、世帯単位で計算され、
納税義務者は世帯主になります。 
 
年度ごとに計算 
保険税は毎年6月に当初賦課決定し、毎年4月からの１年分を6月から翌年3月までの10
期に分けて納付します。よって、加入月と支払い月は必ずしも一致しません。 
 
後期高齢者支援金分 
75歳（一定の障がいがあり申請により認定を受けた場合は65歳）以上の方が後期高齢者
医療制度に移行されたことに伴い、すべての世代で後期高齢者医療を支えていくため
の制度です。 
 
介護分 
世帯に40歳から64歳の方が加入されている場合、医療分・後期高齢者支援金分に加え
て介護分が加算されます。なお、年度の途中で65歳に到達される方の介護分は、当初
より月割にて誕生月の前月分までの分を計算しています（ただし、65歳に到達されると、
別途、介護保険料が請求されます）。 

※ 

（Ａ） （B） （C） 
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●
全
納
（
一
括
払
い
）
の
納
期
限
 

６
月
３０
日
（水）
 

●
納
付
方
法
に
つ
い
て
 

納
付
書
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
一
括
納
付
用
お
よ
び

１
期
用
の
納
付
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い

る
方
で
、
一
括
引
き
落
と
し
か

ら
期
別（
毎
月
）引
き
落
と
し
へ

の
変
更
、
ま
た
は
期
別
引
き
落

と
し
か
ら
一
括
引
き
落
と
し
へ

の
変
更
、
口
座
振
替
か
ら
納
付

書
払
い
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
６
月
１６
日
（水）
ま
で
に

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
市
民
税
・
県
民
税
を
給
与
天
引
 

　
き
さ
れ
る
方
 

本
年
６
月
分
の
給
料
か
ら
来

年
５
月
分
の
給
料
ま
で
の
１２
回

払
い
と
な
り
ま
す
。 

すでに全国的に導入されている65歳以上の方を対象とした公的年金所得
に係る「市民税・県民税」と「国民健康保険税」の年金からの特別徴収（天
引き）制度を、当市でも本年10月から導入します。 
これにより、市税納付書の送付方法や納付方法等が一部変更となります。 

市民税・県民税 国民健康保険税 
公的年金等の支払いを受
けている65歳以上の方 
※①、②を除く 
①年金の支払い額が年額
18万円未満の方 

②所得税・介護保険料な
どを差し引いた後の年
金額から市民税・県民
税が引ききれない方 

世帯内の国民健康保険加入者（被保険者）全員
が65～74歳の世帯の世帯主 
※①～④を除く 
①年金の支払い額が年額18万円未満の世帯主 
②国民健康保険税と介護保険料の合計額が年
金額の２分の１を超える世帯主 

③国民健康保険以外の保険に加入されている世帯主 
④国民健康保険税を口座振替で納付されてい
る世帯主の方で、「納付方法変更申出書（国
保税用）」を、市へ事前に提出されている方 

年税額の半額を納付書または口座振替に
より納付　（普通徴収） 

納付書または口座振替によ
り納付（普通徴収） 

２月に特別徴収した金額と同額を、4・6・8月の年金から仮徴収します 

年税額の半額を10・12・2月の3回に分けて
年金から特別徴収 

公的年金に係る住民税額の
半額を、10・12・2月の3回に分
けて年金から特別徴収（公的
年金以外の所得に対する税
額については引き続き納付
書または口座振替により納付） 

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
 

特
別
徴
収
の
納
付
方
法
 

平成22年 
6～9月 

平成22年 
10月～ 
平成23年 
2月 

平成23年 
度から 

平成22年度　市税の納付方法・納期限 
 

前
年
の
所
得
税
に
お
い
て
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
が
あ
る
場
合
、
平

成
１１
年
か
ら
１８
年
入
居
の
方
に
加
え
、

平
成
２１
年
か
ら
２５
年
入
居
の
方
も

翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
２２
年
度
税
制
改
正
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
 

納期限（納付書または口座振替） 
 6月 

（1期） 
7月 

（2期） 
8月 

（3期） 
9月 

（4期） 
10月 
（5期） 

11月 
（6期） 

12月 
（7期） 

1月 
（8期） 

2月 
（9期） 

3月 
（10期） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ― 

― 

― 

― 

― 

― 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

6/30 8/2 8/31 9/30 11/1 11/30 12/28 1/31 2/28 3/31

市民税・県民税 

国民健康保険税 

固定資産税 

普通徴収 
 年金特別徴収 

普通徴収 
 

普通徴収 
 

年金特別徴収 

税目 徴収方法 



18級からスーパー級 
6級から1級 
20級から1級 
9級からスーパーＥ級 
初級・中級・上級 
初級・中級・上級　 

小学校漢字 
中学校漢字 
小学校計算 
中学校計算 
スピード計算 
音 読  

○ 

※各級を合格された方には、合格認定書を 
　送付します。 
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犯罪・防犯・防災情報など、皆さんの生活に関連する安心・ 
安全情報を、携帯電話やパソコンへメールで配信します。 
【登録方法】 
　①携帯電話やパソコンのメール作成画面で 
　　宛先欄　 ansin@city.ono.hyogo.jp 
　　本文欄　「登録希望」と入力して送信してください。 
　②返信メールを送りますので、内容に従って返信してください。 
　※入力漏れなく返信された時点で登録されます。 
注意　 
 
 
 
▼問い合わせ先　防災・地域安全グループ（�◯3387） 

送信例：声かけ事案の発生 

 

QRコードからも 
登録できます 
 

半角英文字で 
入力してくだ 
さい。 
 

携帯電話で迷惑メールの設定をされている方は、最初に解除するか、上
記アドレスを受信できるように設定してください（ドメイン指定受信など）。 
また、すでに登録されている方で、メールアドレスを変更された場合は、 
その旨をお知らせください。 

上記の３日間は館内の施設安全定期点検を行うため休館
いたします。ご迷惑をお掛けいたしますが、ご了承くださ
い。なお、６月25日（金）からは、通常通り営業いたします。 

6月20日（日）は「父の日」です。お疲れ気味のお父さん
には入浴券を、運動不足気味のお父さんにはメタボ対策と
して岩盤浴セット券などのプレゼントをしてはいかがです
か？ 
母の日に引き続き好評いただいています「くつろぎセッ
ト（入浴券＋食事券＋マッサージ券（20分））も好評販売中で
す。 

63

1
分
間
ス
ピ
ー
ド
計
算
に
挑
戦
中
 

�　 0261 
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 
◯ 70

�

父の日10,000円ギフト 父の日 5,000円ギフト 父の日 3,500円ギフト 
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不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ（
エ
ン

ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ
な
し
）の
停
止
は
、

誰
も
が
簡
単
に
で
き
、
ま
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
節
約
や
大
気
汚
染
・
地

球
温
暖
化
防
止
に
も
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
で
す
。 

車
は
最
も
身
近
な
交
通
手
段
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら
の
心

が
け
が
大
切
で
す
。 

市
で
は
、
啓
発
用
の
看
板
や
横

断
幕
の
掲
示
、
啓
発
文
書
の
配
布

な
ど
を
行
い
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

事
業
所
内
、
家
庭
ぐ
る
み
で
積

極
的
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

環
境
基
本
法
で
は
、
６
月
５
日

を
「
環
境
の
日
」
と
定
め
、
６
月

の
１
か
月
間
を
「
環
境
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
を
機
会
に
、
環
境
保
全

の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
、
環
境

負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
る
生
活
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

事
例
 

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
気
に

入
っ
た
服
を
注
文
し
ま
し
た
。 

後
日
、
届
い
た
商
品
を
見
て
み

る
と
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て
素
材
も

悪
い
。
返
品
で
き
ま
す
か
。 

●
熱
い
も
の
は
冷
や
し
て
か
ら
入

れ
る
 

●
冷
蔵
庫
の
中
を
整
理
す
る
 

食
べ
残
し
が
冷
蔵
庫
の
奥
に
眠

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
と
り
あ

え
ず
保
存
」
は
結
局
食
べ
ら
れ

ず
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。 

●
も
の
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
 

も
の
を
詰
め
込
ん
だ
場
合
と
半

分
に
し
た
場
合
と
の
比
較
 

電
気
約
４３
k
w
h
の
省
エ
ネ
 

→
約
９
６
０
円
の
節
約（
年
間
） 

●
設
定
温
度
を
適
切
に
保
つ
 

周
囲
温
度
２２
℃
で
、
設
定
温
度

を「
強
」か
ら「
中
」に
し
た
場
合
 

電
気
約
６１
k
w
h
の
省
エ
ネ
 

→
約
１，
３
６
０
円
の
節
約（
年
間
） 

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
一
人

ひ
と
り
か
ら
実
践
で
き
る
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。 

参
考
 

　
兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
「
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
２

０
１
０
」
よ
り
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

　
ル
ー
プ
（
�

　
１
６
８
６
） 

「
５
Ｒ
運
動
」
と
は
、
次
に
挙
げ

る
５
つ
の
単
語
の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
で
す
。 

R
e
d
u
c
e（
減
量
） 

・
生
ご
み
を
捨
て
る
前
に
、
水
切

り
を
し
て
減
量
す
る
。 

・
必
要
な
も
の
だ
け
を
購
入
し
、

ご
み
の
発
生
量
を
減
ら
す
。 

R
e
u
s
e（
再
使
用
） 

・
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
は
、
詰
め

替
え
用
を
購
入
し
、
容
器
を
再

使
用
す
る
。 

R
e
c
y
c
l
e（
再
利
用
） 

・
資
源
ご
み
が
再
商
品
化
で
き
る

よ
う
に
、
ご
み
を
出
す
時
は
分

別
を
き
ち
ん
と
行
う
。 

R
e
f
u
s
e（
断
る
） 

・
買
い
物
の
際
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
断
る
。 

R
e
p
a
i
r（
修
理
） 

・
物
が
壊
れ
た
場
合
、
修
理
し
て

使
え
な
い
か
考
え
る
。 

い
ず
れ
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、

日
常
生
活
で
実
践
し
、
ご
み
の
減

量
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

〜
詰
め
込
ま
ず
、
開
閉
を
減
ら
し
て
〜
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解
説
 

テ
レ
ビ
や
カ
タ
ロ
グ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
販
売
は
、
実
際

に
商
品
を
手
に
と
っ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

返
品
に
つ
い
て
の
可
否（
返
品
特
約
）

と
そ
の
条
件
を
表
示
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
昨
年
１２
月
の
特
定
商

取
引
法
の
改
正
に
よ
り
、
返
品
特

約
の
表
示
が
な
い
場
合
は
、
商
品

到
着
後
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
返

品
が
可
能
に
な
り
ま
し
た（
送
料
は

自
己
負
担
）。 

商
品
に
よ
っ
て
は
返
品
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
申
し
込
む

前
に
は
、
返
品
特
約
の
表
示
と
内

容
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
返
品
制
度
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
「
注
文
通
り
の
商
品
が
届

か
な
い
」「
商
品
が
破
損
し
て
い
た
」

な
ど
、
販
売
会
社
に
原
因
が
あ
る

場
合
に
は
、
無
償
で
交
換
・
返
品

が
で
き
ま
す
の
で
、
商
品
が
届
い

た
ら
早
め
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。 

事
例
の
場
合
 

「
服
の
タ
グ
を
切
り
取
ら
な
け
れ

ば
、
商
品
到
着
後
８
日
以
内
な
ら

送
料
負
担
で
返
品
可
能
」
と
表
示

が
あ
り
、
返
品
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 
市
で
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
６

８
６
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
◯ 63
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市
で
は
、
市
民
参
画
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
市
政
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
市

長
が
意
見
を
交
換
し
、
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
の
座
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
　
１５
名
以
上
で
構
成
す
る

非
営
利
の
各
種
団
体（
任
意
の
団

体
、
グ
ル
ー
プ
を
含
む
） 

※
テ
ー
マ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

に
よ
り
日
程
を
調
整
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
�

　
１
０
１

３
） 

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

一
環
と
し
て
、
６
月
１
日
（火）
か
ら

９
月
３０
日
（木）
ま
で
、「
夏
の
エ
コ
ス

タ
イ
ル
『
ク
ー
ル
ビ
ズ（
上
着
な
し
・

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）』
運
動
」
を
実
施

し
ま
す
。
庁
内
お
よ
び
関
連
施
設

の
冷
房
温
度
を
２８
℃
に
設
定
し
、

省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
６
月
２３
日
（水）
　１０
時
か
ら

１５
時
３０
分
 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
き
・
ね

ん
き
ん
特
別
便
・
年
金
に
関
す

る
相
談
等
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
2
階
 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課

市
民
係
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話
で
も
可
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
 

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基

礎
年
金
番
号
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
年
金
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

市
民
係（
�

　
１
０
１
６
） 
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職　種 
（区分） 

事務職員Ａ 

事務職員Ｂ 
（社会人 
経験者） 

採用予 
定人数 

6名 
程度 

2名 
程度 

1名 
程度 

昭和61年4月2日から平
成元年4月1日までに生
まれた方で、学校教育法
による4年生大学卒業程
度の学力を有する方 

昭和61年4月2日から平
成3年4月1日までに生
まれた方で、学校教育法
による4年生大学卒業程
度の学力を有する方 

昭和53年4月2日から昭
和61年4月1日までに生
まれた方で、学校教育法
による4年生大学卒業程
度の学力を有し、かつ、
民間企業等における職務
経験が2年以上（平成23
年3月末現在）ある方 

受験資格 試験日・ 
選考方法 

【第1次試験】（共通） 
7月25日(日) 
・教養試験 
・適性検査 
・作文試験 
 
【第2次試験】（予定） 
8月29日(日) 
面接試験 
（事務職員B・消防 
　職員） 
8月30日(月) 
体力検査 
（消防職員） 
9月4日(土) 
面接試験 
（事務職員A） 
 
※１次試験合格者のみ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、

保
険
料
を
納
付
ま
た
は
免
除
に

な
っ
て
い
る
期
間
な
ど
を
合
わ
せ

て
原
則
２５
年
以
上
必
要
で
す
。 

こ
の
２５
年
の
期
間
に
含
む
こ
と

の
で
き
る
期
間
と
し
て
、
合
算
対

象
期
間（
カ
ラ
期
間
）が
あ
り
ま
す
。

合
算
対
象
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
期
間
に
は
含
め
ら
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な

い
期
間
で
す
。
年
金
を
受
け
る
た

め
の
期
間
が
足
り
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
方
は
ぜ
ひ
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

▼
合
算
対
象
期
間
の
主
な
も
の
 

①
昭
和
３６
年
4
月
か
ら
昭
和
６１
年

3
月
ま
で
の
間
で
配
偶
者
が
厚

生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
間
、

本
人
が
何
の
年
金
に
も
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間（
婚
姻
期
間

に
限
る
） 

②
昭
和
３６
年
4
月
以
降
で
、
２０
歳

か
ら
６０
歳
ま
で
の
間
に
海
外
に

在
住
し
て
い
た
期
間
 

③
昭
和
３６
年
4
月
以
降
に
、
厚
生

年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
を
受

け
た
期
間（
昭
和
６１
年
4
月
以
降

に
国
民
年
金
の
加
入
期
間
を
有

す
る
も
の
に
限
る
） 

④
昭
和
３６
年
4
月
か
ら
平
成
3
年

3
月
ま
で
の
間
で
、
２０
歳
以
上

の
学
生
が
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
 

※
①
の
期
間
が
あ
る
こ
と
で
、
年

金
が
受
け
ら
れ
る
方
は
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
配
偶
者
と

死
別
、
離
別
な
ど
し
て
い
て
も

そ
の
当
時
、
該
当
す
る
期
間
が

あ
れ
ば
付
け
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

　
１
０
１
６
）
明
石
年

金
事
務
所
（
�

０
７
８
　
４
９

８
０
） 

「
公
募
型
団
体
別
座
談
会
」 

希
望
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
募
集
中
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◯ 912

　申し込み・問い合わせ先 
　総務課人事係　市役所本庁舎４階（�　３６１５） 
※詳細は、人事係で配布している職員募集要項またはホームページをご覧ください。 

▼
 

消防職員 

募集要項配布・ 
受付期間 

【募集要項配布】 
6月7日（月）～ 
 
【受付】 
6月14日(月) 
～7月2日(金) 
 
※土・日曜日 
　は除く 

◯ 63
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21日は、市民会館での「のど自慢大会」、夕刻から各地区の代表が出演する「夏の夢舞台」
や「市民総踊り」を開催。締めくくりは大型打ち上げ花火で夜空を彩ります。 
22日は、市総合体育館（アルゴ）東駐車場で「子ども広場」、大池総合公園とうるおい交流
館エクラ他で「おの恋おどり」のステージ、パレードを開催します。フィナーレはおの恋
大賞チームによるデモンストレーションでお楽しみください。 

おの恋おどり 
のど自慢 
 
小野市中島町72番地　うるおい交流館エクラ 
（NPO法人 北播磨市民活動支援センター） 

� ◯ 8650　FAX ◯ 2400　 
� ◯ 8156　FAX ◯ 2400　 

onomatsuri@ksks-arche.jp

62

62

64

63

「自分たちのまつり」として感動を一緒に味わっ
てみませんか。 
●募集日時　　8月21日（土）22日（日）の両日または、                                  
　　　　　　どちらか１日 
●従事時間　約8時間 
　　　　　　※事前準備は別日程 
　　　　　　※報酬などはありません。 
　　　　　　（スタッフグッズなどの支給あり） 
●内　  容　給水・ごみ拾いなど 
●応募資格　「小野まつりを一緒にやりたい」方
　　　　　　ならどなたでもＯＫ。中学生・高
　　　　　　校生は昼間のみ（小学生以下は応募
　　　　　　できません） 
 

●出店日時　8月21日（土）15：00～21：00 
　　　　　　8月22日（日）10：00～21：00（注） 
　　　 （注）大池総合公園市民広場は、18：00まで 
　　　　　　※原則、両日出店 
●場　　所　大池総合公園市民広場 
　　　　　　うるおい交流館エクラやすらぎ広場 
●出店資格　募集チラシ参照 
●出 店 料　8,000円（割引対象者あり） 
●申し込み期限　6月30日（水）必着 
※詳しくは、うるおい交流館エクラ窓口備え 
　付けの募集チラシをご覧ください。 
 

●申し込み方法　 
住所・氏名･年齢・性別・電話番号を記入
のうえ、ハガキ、ファクスまたはメールで、
のど自慢事務局へ申し込みください。 
応募（送信）後確認のため、事務局にお電話
ください。 
※詳しくは、広報おの5月号をご覧ください。 
●申し込み期限　6月18日（金）まで 
※ハガキは、締め切り当日消印有効 
 

多くの方々が参加し、楽しんでいただけるように 
「ステージ開放」の時間を設けます。 
この機会に、日ごろの成果を発表してみませんか。 
●日　　時　8月21日（土）14：00～17：00（随時） 
●場　　所　うるおい交流館エクラ 
　　　　　　メインステージ（やすらぎ広場） 
●参加人数　１チーム原則５名以上 
●出演時間　10分以内（準備・演技・撤収含む） 
●参 加 料　１チーム3,000円 
　　　　　　（チームの80％以上が中学生以下の     
                場合は無料） 
●申し込み期限　7月21日（水）必着 
※詳しくは、うるおい交流館エクラ窓口備え付けの 
   募集要項をご覧ください。 

申し込み方法（共通） 
うるおい交流館エクラ窓口に備え付けの申込書に必要事項を記入のうえ、
郵送、ファクスまたはメールで事務局へ申し込みください。 
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災
害
の
と
き
に
す
ぐ
に
逃
げ
出

す
こ
と
が
難
し
い
方
を
、
一
刻
も

早
く
救
出
す
る
た
め
に
、「
災
害
時

要
援
護
者
登
録
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

消
防
、
警
察
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
々
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
救
出
で
き
る
よ

う
に
、
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

▼
災
害
時
要
援
護
者
と
は
…
？
 

・
移
動
が
難
し
い
方
 

・
災
害
の
状
況
が
理
解
で
き
な
い
方
 

・
薬
や
医
療
措
置
が
必
要
な
方
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

防
災
・
地
域
安
全
グ
ル
ー
プ
 

（
�

　
３
３
８
７
） 

県
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
豊
か

な
郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
」

と
定
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

災
害
に
備
え
た
対
策
を
検
討
し
て

い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

地
域
の
管
理
者
に
よ
る
日
頃
か
ら

の
管
理
努
力
で
す
。
十
分
な
維
持

管
理
を
し
て
災
害
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。 

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
作
成
し
た
、
小
野
地
区
の
都
市

再
生
整
備
計
画
を
縦
覧
し
ま
す
。 

▼
期
間
　
６
月
７
日
（月）
か
ら
（
８

時
４５
分
か
ら
１７
時
１５
分
） 

※
縦
覧
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整

備
係
 

※
総
合
政
策
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
概
要
版
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

（
 　

　
　
　
　
　
　
） 
　
 
 
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
都
市
整
備
係（
�

　
１
８
８
４
） 

◯ 63
災害時の情報提供 

安否確認、避難誘導 

災害時の避難所、生活支援 

火災・救急時の状況確認 

日常の福祉支援 

日常の防火支援 

日常の声かけ、見回り 

日常の安全・安心パトロール 

消防本部 

市民安全部 

市民福祉部 

社会福祉協議会 

自主防災会 

近隣の協力者など 

支援内容 情報提供先 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
農
地

整
備
係
（
�

　
１
９
２
８
） 

◯ 63

昨年の合同パトロール 
上ノ池（久保木町） 
 

ため池の点検と管理 

 ①ため池の管理組織を作り、管理体制
を充実させましょう。 

②定期的に草刈りを行い、漏水・崩壊
等の早期発見に努めましょう。 

③非常時の対策のため、日頃から土のう、
杭等の応急資材を常に準備しておき、
管理場所を決めておきましょう。 

④洪水吐に土のう、板などをおいて
無理な貯水をすることは、ため池
決壊につながりますので絶対にや
めましょう。 

小
野
地
区
 

http://w
w
w
.city.ono.hyogo. 

jp/p/1/8/11/1
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（1人30分程度） 

運
動
の
機
能
が
低
下
し
て
く
る

と
転
倒
し
て
骨
折
し
た
り
、
転
倒

へ
の
不
安
か
ら
閉
じ
こ
も
り
が
ち

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
筋
力

あ
っ
ぷ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
楽
し
く
い
き

い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

筋
力
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
対
象
　
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
方
 

○
６５
歳
以
上
の
方
 

○
「
ち
ょ
っ
と
運
動
機
能
チ
ェ
ッ

ク
」
の
４
項
目
以
上
で
「
い
い
え
」

に
回
答
し
た
方
 

○
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
 

▼
内
容
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測

定
な
ど
）、
健
康
体
操
、
個
別
に

合
わ
せ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
 

※
送
迎
あ
り
（
無
料
） 

▼
期
間
　
１０
月
か
ら
３
か
月
間（
週

１
回
・
１
回
２
〜
３
時
間
） 

▼
料
金
　
１
回
１
０
０
円（
飲
み
物

代
な
ど
） 

▼
場
所
　
市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
ケ
ア
施
設
 

※
申
し
込
み
後
、
指
定
の
医
療
機

関
で
「
生
活
機
能
評
価（
問
診
・

心
電
図
検
査
・
貧
血
検
査
な
ど
）」

を
受
診
し
、
身
体
の
状
態
に
合

わ
せ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
８
月
３１
日
（火）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�

　
２
１
７
４
） 

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。 

▼
対
象
 

○
全
額
免
除
　
身
体
障
が
い
者
・

知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い

者
が
お
ら
れ
る
世
帯
で
あ
り
、

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

場
合
。 

○
半
額
免
除
　
視
覚
・
聴
覚
障
が

い
者
が
世
帯
主
の
場
合
、
ま
た
は
、

重
度
の
障
が
い
者（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お

持
ち
の
方
）が
世
帯
主
の
場
合
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
社
会

福
祉
課
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴

者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
�

０
５
７

０
　

―
　

０
０
０
　

―
　

５
８
８
）
社
会

福
祉
課（
�

　
１
０
１
１
） 

※
全
額
免
除
の
対
象
者
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
受
け
付
け
期
限
 

７
月
２
日
（金）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
省
 
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー（
�

０
５
７
０
　

―
　

０
３
３
　

―
 

　

　
８
４
０
） 

市
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

大
正
１５
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
外
国
籍
の
方
ま
た
は
帰
化
さ
れ

た
方
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
か
つ
老
齢
福
祉
年
金

等
の
受
給
資
格
の
な
い
方
は
、
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。 

▼
要
件
 

○
昭
和
５７
年
１
月
１
日
時
点
で
、

外
国
人
登
録
を
し
て
お
り
永
住

許
可
を
有
す
る
方
。 

○
昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

外
国
人
登
録
を
し
て
お
り
昭
和

３６
年
４
月
１
日
以
降
に
日
本
国

籍
を
取
得
し
、
年
金
受
給
資
格

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
方
。 

○
昭
和
３６
年
４
月
１
日
以
降
に
日

本
へ
帰
国
し
、
年
金
受
給
資
格

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
方
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
介
護
課

長
寿
福
祉
係
（
�

１
５
０
９
） 
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特
定
健
診
と
は
、
生
活
習
慣
病

に
な
る
前
の
段
階
で
異
常
を
発
見
し
、

生
活
改
善
な
ど
で
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。 

４
月
２
日
以
降
、
国
保
に
加
入

さ
れ
た
方
で
特
定
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険

係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係
（
�

　
１
４
６
９
） 

高
齢
介
護
 

国
保
特
定
健
康
診
査
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ちょっと運動機能チェック 

階段は何もつかまらずに昇っている 

椅子に座った状態から何もつかまら 

ずに立ちあがっている 

15分くらい続けて歩いている 

この1年間に転んだことはない 

転倒に対する不安がない 

質問項目 

 

回答（いずれかに○） 

はい 

 

 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

 

 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい いいえ 

1 
 
 
3 
4 
5 
 

2

№ 
 

4項目以上で「いいえ」に回答した方　　　要注意 

 

２
・
３
月
分
の
児
童
手
当
、
４
・

５
月
分
の
子
ど
も
手
当
を
、
６
月

１５
日
（火）
付
で
受
給
者
の
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。 

●
児
童
手
当
・
子
ど
も
手
当
の
支
払
い
 

●「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

子
ど
も
手
当（
旧
児
童
手
当
）を

受
け
て
い
る
方
へ
６
月
上
旬
に
「
子

ど
も
手
当
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受

給
で
き
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る

か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で
、

提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
６
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

▼
提
出
期
限
　
６
月
３０
日
（水）
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課

　
児
童
福
祉
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

　（
9
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 

◯ 63



平
成
２３
年
度
に
発
行
さ
れ
る
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
用
教
科
書
を

展
示
し
ま
す
。 

▼
期
間
　
６
月
１８
日
（金）
か
ら
７
月

１
日
（木）
ま
で
９
時
か
ら
１７
時（
最

終
日
は
１６
時
） 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
※
6
月
１９
日

（土）
、
２０
日
（日）
、7
月
１
日
（木）
は
コ

ミ
セ
ン
お
の
1
階
ロ
ビ
ー
に
て

開
催
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
 

　（
�

　
２
４
０
９
） 
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引
っ
越
し
を
す
る
と
き
 

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
と

き
は
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す
。 

使
用
者
名
義
が
変
わ
る
と
き
 

死
亡
・
相
続
な
ど
の
理
由
で
水

道
使
用
者
が
変
わ
る
場
合
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。 

郵
送
先
を
変
更
す
る
と
き
 

郵
送
先
を
変
更
し
な
い
と
、
納

入
通
知
書
な
ど
の
郵
便
物
が
届

か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
届
け
出
の
際
は
認
印
を
持
参
の

う
え
、
必
ず
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
（
�

　
１
０
１
２
） 

 

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
な
小
・
中
学
生

の
保
護
者
の
方
に
、
就
学
経
費
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
、
前
年
の
所
得
が
認

定
基
準
額
以
下
の
方
、
ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
な
ど
。 

▼
一
部
援
助
の
内
容
　
学
用
品
費
、

学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な

ど
 

※
詳
細
は
、
４
月
に
小
・
中
学
校

で
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

各
小
・
中
学
校
、
ま
た
は
学
校

教
育
課（
�

　
２
４
０
９
） 

高
等
学
校
等
に
在
学
し
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方
に

奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。 

▼
受
け
付
け
期
間
　
６
月
１５
日
（火）

か
ら
３０
日
（水）
ま
で
 

▼
奨
学
金
額
　
月
額
７，
０
０
０
円
 

▼
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

高
等
学
校（
特
別
支
援
学
校
の
高

等
部
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種

学
校
を
含
む
）に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
で
、
他
の
奨
学
金
制
度
を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
。 

▼
認
定
基
準
　
生
活
保
護
法
の
適

用
世
帯
ま
た
は
本
年
度
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
学
生
 

▼
提
出
書
類
　
小
野
市
奨
学
生
願
書
、

奨
学
生
推
薦
書
、
在
学
証
明
書
、

所
得
・
課
税
証
明
書
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課（
�

　
２
４
０
９
） 

▼
職
務
内
容
　
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児

童
に
対
し
て
、
遊
び
を
通
じ
て

生
活
指
導
を
し
ま
す（
場
所
は
小

学
校
な
ど
）。 

▼
資
格
要
件
　
児
童
の
健
全
育
成

に
熱
意
を
有
す
る
方（
保
育
士
資

格
・
教
員
免
許
を
取
得
し
て
い

る
方
が
望
ま
し
い
） 

▼
期
間
　
小
学
校
の
夏
休
み
・
冬

休
み
・
春
休
み
の
間
の
週
３
日

か
ら
４
日
程
度
 

▼
勤
務
時
間
　
８
時
か
ら
１８
時
の

間
で
交
替
制
 

▼
時
給
　
１，
１
０
０
円
 

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
、
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
締
め
切
り
日
　
６
月
２５
日
（金）
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係（
�

　
１

６
４
５
） 

○
貯
水
槽
の
清
掃
 

清
潔
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
定

期
的
に
清
掃
お
よ
び
点
検
を
行
い
、

不
備
な
所
が
あ
れ
ば
速
や
か
に

補
修
改
善
を
し
ま
し
ょ
う
。 

○
定
期
検
査
の
実
施
 

施
設
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、

年
に
１
回
は
登
録
検
査
機
関
に

よ
る
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
左

表
参
照
）。 

○
給
水
の
停
止
 

水
に
異
常
を
感
じ
た
時
は
、
水

質
検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
健

康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、

直
ち
に
給
水
を
停
止
し
ま
し
ょ

う
。 登録検査機関 

（社）姫路市医師会 

（財）兵庫県予防医学協会 

日本水処理工業（株） 

（株）総合水研究所 

連絡先 
079（295)3366 

078(856)7216 

06(6363)6370 

072(224)3532 

077(562）4943 
0120(285）413
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「
イ
オ
ン

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
り
、
ひ

ま
わ
り
園
に
「
イ
オ
ン
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

（
株
）マ
イ
カ
ル
小
野
サ
テ
ィ
様

を
は
じ
め
応
援
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

ひ
ま
わ
り
園
で
は
、
皆
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
自
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ひ
ま
わ
り
園
 

（
�

　
５
１
８
１
） 

◯ 66

〜
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜
 

◯ 63

◯ 63

（株）西日本技術コンサルタント 
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左
記
の
と
お
り
、
区
域
区
分（
県

決
定
）お
よ
び
用
途
地
域（
市
決
定
）

を
変
更
し
ま
し
た
。 

▼
場
所
 

○
中
島
・
黒
川
地
区
 

○
匠
台
地
区
 

　（
下
図
の
と
お
り
） 

▼
変
更
告
示
日
　
本
年
４
月
２７
日
 

▼
そ
の
他
の
都
市
計
画
の
決
定
・

変
更（
県
に
よ
る
） 

・「
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保

全
の
方
針
」
の
変
更
 

・「
都
市
再
開
発
の
方
針
」
の
変
更
 

・「
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方

針
」
の
決
定
 

・「
防
災
街
区
整
備
方
針
」
の
変
更
 

・「
公
園
」
の
変
更
 

▼
図
書
の
縦
覧
　
変
更
後
の
図
書
は
、

ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係
で

縦
覧
で
き
ま
す
。 

※
縦
覧
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
都
市
整
備
係（
�

　
１
８
８
４
） 

◯ 63

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
に

漏
水
防
止
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

漏
水
調
査
は
、
市
内
２４
町
で
専

門
業
者
が
夜
間
を
中
心
に
行
い
、

道
路
上
の
仕
切
弁
や
宅
地
内
の
止

水
栓
等
を
探
知
す
る
た
め
、
宅
地

内
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

業
者
は
、
腕
章
と
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
水
道
に
　
寄
せ
る
信
頼
　
飲
む

安
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
５２

回
水
道
週
間
が
６
月
１
日
（火）
か
ら

７
日
（月）
ま
で
全
国
一
斉
に
あ
り
ま
す
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
一
滴

の
水
も
無
駄
に
せ
ず
、
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。 

水
道
部
で
は
、
検
査
満
了
に
な

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を

６
月
か
ら
１０
月
ま
で
逐
次
市
内
全

域
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
取
り
替

え
対
象
世
帯
数
は
約
１，
４
０
０
戸

で
、
工
事
は
市
指
定
の
給
水
装
置

工
事
店
が
行
い
ま
す
。 

業
者
は
、
水
道
部
が
発
行
し
た

証
明
書
を
携
帯
し
、
工
事
の
際
に
は
、

事
前
に
各
自
治
会
に
工
事
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

工
事
中
は
業
者
が
宅
地
内
に
入
り
、

一
時
的
に
断
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
に
は
、

安
全
で
衛
生
的
な
水
の
管
理
責
任

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
な

水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
貯
水
槽

の
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
貯
水
槽
水
道
と
は
、
簡
易
専
用

水
道（
容
量
が
１０ 

3
m
超
）と
小
規

模
貯
水
槽
水
道（
容
量
が
１０ 

3
m
以

下
）
の
総
称
で
す
。 

みやま保育園での水道点検（昨年） 

 

市街化調整区域 

市街化調整区域→市街化区域　 
（工業専用地域） 

市街化区域 

市街化区域 

市街化調整区域 
→市街化区域 
（第2種中高層住居専用地域） 
 

匠台地区　変更内容 
●用途地域　市街化調整区域→工業専用地域 
●建ぺい率　60％　　●容 積 率　200％ 

中島・黒川地区　変更内容 
●用途地域　市街化調整区域→第2種中高層住居専用地域 
●建ぺい率　60％　　　●容 積 率　200％ 

市街化調整区域 



6月のハートフル 
ウォーキングデー 
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平
成
２
年
７
月
１２
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
。 

一
定
の
程
度
以
上
、
身
体
に
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
が
発
行
す
る
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
が
あ
れ
ば
自
宅
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

郵
便
投
票
に
係
る
投
票
用
紙
の

請
求
は
、
７
月
７
日
（水）
ま
で
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。 

６
月
１９
日
（土）
以
降
に
転
居
届
け

を
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）し
て
い
る
方
は
、
施
設

の
管
理
者
に
申
し
出
れ
ば
、
施
設

の
中
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

設
備
点
検
お
よ
び
定
期
清
掃
の

た
め
６
月
２７
日
（日）
の
１７
時
か
ら
７

月
５
日
（月）
　ま
で
、
プ
ー
ル
を
利
用

で
き
ま
せ
ん
。 

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

▼
開
催
期
間
　
６
月
２６
日
か
ら
９

月
１１
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

（
全
１０
回
）１９
時
か
ら
２１
時（
８
月

１４
・
２１
日
は
除
く
） 

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
 

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一
般

成
人
お
よ
び
市
内
小
学
６
年
生
 

▼
募
集
人
数
 
 

○
一
般
成
人
　
１５
名
 

○
小
学
６
年
生
　
１５
名
 

※
先
着
順
 

▼
受
講
料
　
５，
０
０
０
円（
教
室

初
日
に
持
参
く
だ
さ
い
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 
 

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
 

富
田（
�

　
３
５
２
３
） 

▼
主
催
　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
 

▼
開
催
日
　
６
月
２８
日
（月）
 

▼
場
所
　
富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
小
野
コ
ー
ス（
長
尾
町
） 

▼
定
員
　
６４
名（
１６
組
）先
着
順
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
方
 

▼
競
技
方
式
　
１８
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
） 

▼
プ
レ
ー
代
　
８,
６
０
０
円（
朝
食
・
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６
月
で
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
、
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

１０
周
年
記
念
ウ
ォ
ー
ク
と
し
て
、

小
野
市
の
誇
る
国
宝
浄
土
寺
の
裏

山
四
国
八
十
八
ヶ
所
に
咲
く
あ
じ

さ
い
を
観
賞
し
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
６
月
２６
日
（土）
９
時
３０
分

開
会（
受
付
９
時
か
ら
） 

※
小
雨
決
行
 

▼
コ
ー
ス
　
小
野
小
学
校
〜
大
池

総
合
公
園
〜
国
宝
浄
土
寺
〜
浄

谷
北
池
〜
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

〜
小
野
小
学
校
　
約
１２
㎞
 

▼
集
合
場
所
　
小
野
小
学
校
運
動

場（
神
戸
電
鉄
小
野
駅
下
車
す
ぐ
） 

▼
駐
車
場
　
小
野
小
学
校
駐
車
場
・

好
古
館
駐
車
場
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
持
ち
物
　
水
分
補
給
用
ド
リ
ン
ク
 

▼
主
催
　
神
鉄
ハ
イ
キ
ン
グ
・
お

の
ハ
ー
ト
フ
ル
歩
人
会
・
小
野

市
観
光
協
会
 

※
事
前
申
し
込
み
不
要
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保
健
課

（
�

　
２
５
９
１
） 
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一
部
の
区
域
で
投
票
所
が
変
わ

り
ま
し
た
。 

身
体
の
障
が
い
や
目
の
不
自
由

な
方
で
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
が
書
け
な
い
方
は
、
投
票
所

の
係
員
に
代
理
投
票
ま
た
は
点
字

投
票
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。 

●第18投票所（大島町） 
（新）小野南中学校１階玄関ホール 
（旧）大島町中公民館 
●第21投票所（敷地町・王子町・住永町） 
（新）大部小学校体育館 
（旧）大部小学校北校舎多目的室 
●小田町のひまわりタウンにお住まいの方 
（新）第27投票所　コミセン下東条 
（旧）第26投票所　下東条小学校体育館 
 

投
票
で
き
る
方
 

投
票
日
に
、
投
票
に
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。 

投
票
期
間
　
６
月
２５
日
（金）
か
ら
７

月
１０
日
（土）
ま
で
 

８
時
３０
分
か
ら
２０
時
 

投
票
場
所
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
 

必
要
な
も
の
　
投
票
所
入
場
券
（
投

票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
） 

転入届出日 投票の有無 

平成22年3月 
23日以前 

平成22年3月 
24日以降 

投票できます 

旧住所地で投票 
できます 

※旧住所地での投票は、旧住所地の選挙人 
　名簿に登録されている方に限ります。 

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
�

　
１
０
０
７
） 
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市
内
在
住
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
英
語
指
導

助
手
）と
一
緒
に
小
運
動
会
を
開
催

し
ま
す
。
青
空
の
下
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

※
雨
天
の
場
合
　
市
総
合
体
育
館（
ア

ル
ゴ
）体
育
室
で
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
を
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
６
月
２７
日
（日）
　１０
時（
９
時

３０
分
受
付
）か
ら
１２
時
３０
分
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
　
や
す
ら
ぎ
広
場
 

▼
定
員
　
３０
名
（
先
着
順
） 

▼
対
象
　
小
学
生
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒
 

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　
６
月

１８
日
（金）
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
事
務
局
窓
口
で
、

氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　

小
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
 

 

電
気
に
よ
る
火
災
は
、
梅
雨
か

ら
夏
に
か
け
て
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。 

原
因
の
多
く
は
、
コ
ン
セ
ン
ト

と
電
源
プ
ラ
グ
の
接
続
部
分
に
溜

ま
っ
た
ホ
コ
リ
が
湿
気
を
帯
び
、

電
源
プ
ラ
グ
の
電
極
間
で
放
電
し

発
火
し
た
り
、
タ
コ
足
配
線
や
配

線
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
し
た
た
め

に
蓄
熱
し
発
火
す
る
こ
と
で
火
災

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
次
の

対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

�

　
６
７
６
３
・
�

　
２
４
０
０
 

E
-m
ail:koryu.ono@

ksks-arche.jp
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●「
講
演
会
Ⅰ
①
」 

い
よ
い
よ
平
成
２３
年
度
か
ら
小

学
校
に
英
語
が
本
格
的
に
導
入
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を

考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
演
題
　「
小
学
校
の
英
語
活
動
と

国
際
理
解
」 

▼
講
師
　
福
永
恒
泰
氏（
神
戸
親
和

女
子
大
学
教
授
） 

▼
日
時
　
７
月
１８
日
（日）
　１３
時
３０
分

（
１３
時
受
付
）か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
　
大
会
議
室
 

▼
定
員
　
１
０
０
名
 

▼
対
象
　
英
語
教
育
に
興
味
の
あ

る
方
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
事
務
局
窓
口
で
、

氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

●今後の講演会スケジュール 

演題 

講演会Ⅰ③ 
「日本のとなりは、 
ポーランド？」 
森本孝氏 
（兵庫教育大学 客 
員准教授） 
10月17日（日） 

うるおい交流館エクラ　中会議室 
各40名 

講演会Ⅰ② 

「私が見たラオス」 

小川八重子氏 
（市内在住） 

9月5日(日)

定員 

 

場所 
日程 

講師 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

消
防
本
部
予
防
課
 

（
�

０
１
１
９
） 

 

http://w
w
w
.city.ono.hyogo. 

jp/̃syobo/
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火災件数 

累計 4月 

平成 
22年 

平成 
21年 2

2

9

7

累計 
2 
0 
1 
4 
7

建物火災 
林野火災 
車両火災 
その他火災※ 
累計 

火災種別 

※雑草・廃材などの火災 

火災種別累計件数 
今年2月に販売されたガソリン携帯缶から

ガソリン漏れが発生したため、次の製品がリ
コールの対象になっています。ご確認くださ
い。 
<対象製品>ユニオン産業（株）ガソリン携帯缶 
<品番>TU-20　 
<ロット№>100121 
<問い合わせ先>ユニオン産業（株）「お客様相
談室」（�0567‐32‐2881） 

※また、古くなった家電製品は業者に点検を依頼する 
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いたんだまま 
使用しない 

プラグにほこりを 
ためない 

タコ足配線をしない 
重いものを 
のせない コードをたばねない 

昼
食
・
茶
店
代
込
） 

▼
参
加
料
　
２,
０
０
０
円
 

※
プ
レ
ー
代
・
参
加
料
の
支
払
い

は
当
日
 

▼
申
し
込
み
方
法

　
事
務
局
へ

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
送
付
後

確
認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
込
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可（『
小
野
市

ゴ
ル
フ
協
会
』
で
検
索
） 

▼
申
し
込
み
開
始
日
　
６
月
１０
日

（木）
か
ら（
土
日
を
除
く
平
日
の
９

時
か
ら
１７
時
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

小
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
小
野
商
工
会
議
所
）（
�

　
１
１

６
１
�

　
３
４
６
０
） 



集団検診　保健センターで受診（要予約） 
●定員　630名（先着順） 
●日程　 8月 4日（水）、 9月17日（金）、 

10月21日（木）、11月 2日（火）・26日（金）、 
12月10日（金）・15日（水）、 
平成23年1月14日（金）・25日（火）、 
 2月 4日（金）・18日（金）・22日（火） 

●予約開始日　6月1日（火）～ 
●申し込み方法　平日9時から17時までに、保健 
　　　　　　　　 センターへお電話ください。 

広報「おの」　2010.623

図書館は、15日（火）から22日（火）まで特別整
理期間のため休館します。 
期間中は、所蔵資料の確認や保管場所の移動
等を行います。ご不便をお掛けしますが、ご協
力をお願いします。 
なお、休館中に資料を返却されるときは、返
却ポスト（図書館玄関右側）、コミセン（市内6か所）、
福祉公社（神戸電鉄小野駅１階）、うるおい交流
館エクラをご利用ください。 
蔵書点検前は、貸出冊数と期間を下記のとおり
変更します。 
●貸出冊数　30点以内（ＣＤ3点以内を含む） 
●貸出期間　22日間 

6月のお話会 
5日（土） 
12日（土） 
26日（土） 

10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
14：00～　・14：40～ 

6月の休館日 

15日（火） 

～22日（火） 

●「工作教室」申し込み受付中 
　日時　6月13日（日）10：00～11：00 
　場所　図書館２階　児童閲覧室 
　対象　市内在住の４歳～小学３年生 
　（先着15名） 
　内容　折り紙や簡単な工作 
　申し込み方法　図書館窓口カウンターで申し込
　みください（電話でも受け付け可）。 
※工作に必要な道具は図書館が用意します。 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
▼  
 

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
の
免
疫
を
つ
け
る
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
昨
年
末
か

ら
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

の
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
一

部
の
型
の
子
宮
頸
が
ん
ウ
イ
ル
ス

を
阻
止
す
る
だ
け
の
も
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
一
度
獲
得

さ
れ
た
抗
体
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

持
続
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

ま
だ
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
場
合

で
も
、
市
が
２０
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
「
子
宮
が
ん

検
診
」
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
子

宮
頸
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
の

高
い
安
心
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。 

市
で
は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
さ
れ
る
中
学
生
以
上
の
方
や
保

護
者
の
方
に
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 保
健
セ
ン
タ
ー
 

　（
�

　
３
９
７
７
） 

子宮がん検診（20歳以上の方が対象） 
個別検診 指定の産婦人科での受診（要予約） 

実施医療機関 連絡先 
小野レディースクリニック 
わかば産婦人科 

　 １１０３ 
　 ６１１１ 

●料金　1,700円（年度末年齢が75歳以上の方は
無料） 

●実施期間　8月～来年1月 
●予約期間　6月～来年1月 
●申し込み方法　直接医療機関へお電話ください。 

ど
ち
ら
か
を
 

お
選
び
く
だ
さ
い
 

ど
ち
ら
か
を
 

お
選
び
く
だ
さ
い
 

集団検診　保健センターで受診（予約不要） 
日程 

9月17日（金） 
10月 1日（金） 
11月 2日（火） 
11月26日（金） 

対象地区 
小野小学校地区 
小野東小学校地区 
河合・来住・大部地区 
市場・下東条地区 

●料金　1,500円（年度末年齢が75歳以上の方は
無料） 

●時間　13：30～14：30 
※スカートをはいてきてください。 

◯ 62
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●料金（個別・集団検診ともに）40～49歳は2,300円、50歳～74歳は1,800円、75歳以上は無料（基準日：平成23年4月1日） 

乳がん検診（40歳以上、昨年度受診されていない方が対象）※午後の検診のみ 

個別検診　小野市民病院で受診（要予約） 
●定員　108名（先着順） 
●日程　 9月13日（月）・27日（月） 
　　　　10月18日（月）・25日（月） 
　　　　11月 8日（月）・22日（月） 
●予約期間　7月1日（木）～11月22日（月） 
●申し込み方法　平日15時から17時までに、小野市民 
　　　　　　　　　　病院（�　2020）へお電話ください。 
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広報「おの」　2010.6 22

口の中は、全身の細菌などが多

く存在する場所です。重症の歯

周病により、口の中に歯周病を

引き起こす細菌が多くなると、

血液や呼吸器内に入り込み、心

筋梗塞・動脈硬化症・肺炎・早

産などを引き起こしやすくなり

ます。また、糖尿病との関連は

深く、糖尿病は歯周病を悪化さ

せる大きな原因の一つでもあり

ます。 

 

歯の裏側に黄白色の粘り気のあ

る汚れがつきます。これが歯垢（プ

ラーク）で、多くの細菌を含んで

います。この細菌の出す毒素か

ら歯肉に炎症が起こるのが歯周

病の始まりです。気付かないう

ちに進行し、歯肉の出血・腫れ

が続き、歯を支える骨まで破壊

します。歯がぐらぐらし、痛く

て噛めなくなり、ついには歯が

抜けてしまいます。歯周病の多

くは、日ごろの歯磨きや定期的

な歯科検診により、原因である

プラークや歯石を除去すること

で予防・治療することができます。 

 

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、

が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
本
年
４
月
１
日
現
在
で

節
目
年
齢
の
方
 

・
子
宮
が
ん
検
診
（
２０
歳
・
２５
歳
・

３０
歳
・
３５
歳
・
４０
歳
）
の
方
 

・
乳
が
ん
検
診
（
４０
歳
・
４５
歳
・

５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
）
の
方
 

▼
内
容
　
対
象
の
方
に
、
子
宮
が

ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
６

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
送
付
す
る
「
検

診
手
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
法
で
予
約
ま
た
は
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
す
で
に
市
の
子
宮
が
ん
検
診
、

ま
た
は
乳
が
ん
検
診
を
申
し
込

ま
れ
て
い
る
方
は
、
改
め
て
予

約
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
診
当
日
に
受
付
へ
「
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

市
で
は
、
本
年
度
よ
り
、
一
定

の
節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に
、「
歯

周
疾
患
検
診（
個
別
検
診
）」
を
実

施
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
昨
年
度
末
時
点
で
の
年

齢
が
、
４０
・
５０
・
６０
歳
の
方
 

▼
料
金
　
無
料
 

▼
実
施
期
間
　
6
月
か
ら
１０
月
ま

で
 

▼
受
診
方
法
　
対
象
の
方
に
は
５

月
末
に
案
内
文
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

指
定
医
療
機
関
に
直
接
電
話
で

予
約
い
た
だ
き
、
案
内
文
に
同

封
し
た
「
無
料
受
診
券
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 〜
乳
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室
〜
 

▼
日
時
　
１
回
目
６
月
２３
日
（水）
　・
2

回
目
7
月
２８
日
（水）
　１０
時
か
ら
11

時
３０
分
（
予
約
制
） 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
対
象
　
平
成
１９
年
１２
月
か
ら
平

成
２０
年
５
月
生
ま
れ
の
２
歳
児

と
そ
の
親
 

※
平
成
２０
年
６
月
か
ら
１１
月
生
ま

れ
の
方
を
対
象
と
し
た
教
室
は

１１
月
に
実
施
予
定
で
す
。 

▼
定
員
　
３０
名（
先
着
順
） 

▼
内
容
 

・「
む
し
歯
に
な
ら
な
い
た
め
の
磨

き
方
と
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
」（
1

回
目
） 

・「
ご
は
ん
や
お
や
つ
の
食
べ
方
」

（
2
回
目
） 

・
み
が
き
残
し
チ
ェ
ッ
ク
と
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
 

▼
料
金
　
無
料
 

▼
持
参
す
る
も
の
　
親
子
と
も
歯

ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・

洗
濯
ば
さ
み
・
母
子
健
康
手
帳
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
１８
日
（金）

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

虫
歯
・
歯
周
病
に
代
表
さ
れ
る

歯
科
疾
患
は
、
食
生
活
や
社
会
生

活
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
、
ひ
い

て
は
全
身
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ

と
は
、
単
に
食
物
を
噛
む
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
食
事
や
会
話

を
楽
し
む
な
ど
豊
か
な
人
生
を
送

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
 

6月4日は 
虫歯予防デー 

「
子
宮
が
ん
」
も
「
乳
が
ん
」
も

検
診
に
よ
る
早
期
発
見
と
適
切
な

治
療
で
治
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

対
象
年
齢
の
方
は
、
レ
デ
ィ
ー

ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
詳
細

は
左
ペ
ー
ジ
の
表
） 

▼
子
宮
が
ん
検
診
　
子
宮
頸
部
細

胞
診
検
査
を
行
い
ま
す
。 

▼
乳
が
ん
検
診
　
視
触
診
と
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
に
よ
る
検
診

を
行
い
ま
す
。 

　
　
た
だ
し
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
装
着
さ
れ
て
い
る
方
、
豊
胸

術
を
受
け
た
方
、
授
乳
中
の
方

は
対
象
外
で
す
。 



好評発売中 

　日　時　7月1日～9月16日（毎週木曜日全12回）
19：00～21：00 
　場　所　コミセンおの 

　受講料　3,000円 
　定　員　16名 
　申し込み期間　6月1日（火）～18日（金） 
　申し込み方法　コミセンおの窓口に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入のうえ、申し込みく
ださい（ファクスでも可）。 

 

▼  
▼  

▼  
▼  
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●1951年 アメリカ 
●監督 　ビリー・ワイルダー 
●出演　グロリア・スワンソ
ン/ウィリアム・ホールデン 
ほか 

●2009年 日本 
●監督 
 　西川美和 
●出演　笑福亭鶴瓶
/瑛太/余貴美子/
井川遥 ほか 

6回12作品の小野名画劇場をすべて鑑賞できます。 
●価 格　1枚2,000円（当日券は700円） 

「小野シネマゴールドカード」発売中！ 
 

コミセンおの 
コミセンかわい 
コミセンきすみの 
コミセンいちば 
コミセンおおべ 
コミセン下東条 
 

�◯1020 
�◯2030 
�◯7082 
�◯2454 
�◯6100 
�◯0044

●「自分みがき講座」受講生募集 
　内容 
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼  
▼  

▼  
▼  

①着付け　４回 
夏まつりにむけて、浴衣の着付けを学んでみ
ませんか。 

②手芸（ミシン）　４回 
グラニーバッグとチュニックを作成。世界に
一つだけのものができあがります。 

③生け花　４回 
季節のお花を使い、盛花を学びます。身近な
お花で、感性を磨きませんか。 

●平成22年度「第1回落語会」開催 
小野市小田町出身の笑福亭松喬さんの一門であ
る笑福亭遊喬さん・風喬さんによる落語会を開催
します。 
　日　時　6月22日（火）18：30～（18：00開場） 
　場　所　コミセンおの分館『よって吉蔵』（商店
街内） 
　入場料　1,600円（弁当付） 
※前売券はコミセンおので販売中 
　主　催　小野商店街連合会・小野地区地域づく
り協議会 
 

▼  
▼  
 

▼  
 

▼  
 

●市民ギャラリー出展者募集 
　市民ギャラリーへの出展者を募集しています。 
ご自身の作品を展示してみませんか。 
　出展期間　7月12日（月）～24日（土） ▼  

●市民ギャラリー展示案内 
展示内容 日程 

「紙細工展」 
   森下章 
「第21回上田三四二記念『小野市短歌 
フォーラム』展」　  小野市文化連盟 
「油彩展」 
   富田貞子 

5月31日（月） 
～6月12日（土） 
6月14日（月） 
～26日（土） 
6月28日（月） 
～7月10日（土） 

63 

66 

63 

62 

63 

67

●平成22年度「現代セミナー」受講生募集 
市内各地区で、60歳以上の方を対象にした「現
代セミナー」を開催します。 
詳しくは、コミセンだよりをご覧のうえ、下記
の各コミセンに問い合わせください。 
　受講資格　市内在住の60歳以上の方 
　受講年限　１年 
　受講料　1,000円 
　申し込み・問い合わせ先 

●「ＮＩＥ成人講座」受講生募集 
　講演　古新聞の活用方法・有効利用 
　日時　6月19日（土）13：30～15：30 
　場所　コミセン下東条　集会室 
　定員　30名（市内在住、在勤または在学の方優先）
※応募者多数の場合は抽選 
　受講料　無料 
　講師　一木 仁氏（元神戸新聞社NIE推進室室長） 
　申し込み締め切り日　6月16日（水） 
　申し込み方法　市内コミセン窓口に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入のうえ、コミセン下
東条窓口へ申し込みください。 

●短期講座「男の料理教室」参加者募集 
　　今回は、弁当作りに挑戦。楽しく料理の基本
を学びながら、気分転換してみませんか。団塊
世代の方、歓迎します。 
　日時　６月12日・７月10日・８月14日・９月11
日（いずれも土曜日）10：00～13：00 
　場所　コミセンおおべ　調理室 
　受講料　1,500円（材料代別途500～600円） 
　対象　成人男性 
　定員　15名（応募者多数の場合は抽選） 
　講師　金井智子氏 
　申し込み・問い合わせ先　コミセンおおべ 

▼  
▼  

▼  
▼  
 

▼  
▼  

▼  
▼  

（都合により変更する場合があります） 

6/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

 　25 
26 
27 
28 
29 
30 
7/1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10

（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 

選んで遊ぼうコーナーあそび 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
紙皿フリスビーを作ろう 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
みんなで体操1・2・3 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなで作ろう手作りおもちゃ 
みんなであそぼうリズムにのって 
みんなで体操1・2・3 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
パパサタサロン「父の日のプレゼント作り」 
父の日のプレゼントを作ろう（10：00～15：00） 
みんなでお祝いハッピーバースデー 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
みんなであそぼうリズムにのって 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
掲示板に表示する作品作り 
みんなで体操1・2・3 
三世代交流七夕会（10：30～11：30） 
ベビーマッサージ（10：00～12：00）壁谷八寿子氏※申込者対象 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
エコ工作を楽しもう（10：00～15：00） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
みんなであそぼうリズムにのって 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
 
パパサタサロン「かざぐるまを作ろう」 
 

日 
ふれあいタイム 

11：00～11：30（遊戯室） 
つどいの広場 

10：00～15：00（集会室)
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
0歳児・ほのぼのひろば（10：30～） 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
ほっと☆mam広場「手作りおもちゃを作ろう」※申込者対象 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
2歳児以上さん集まれ！（10：30～）　 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
サークル広場 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
エプロンシアターを見よう（10：30～） 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
6月生まれのお友だち集まれ！（10：00～10：30） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
やさいでそめもの遊び（10：00～）※申込者対象 
エコ工作を楽しもう 
　　　　　　 ― 
1歳児さん集まれ！（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　 
エコ工作を楽しもう　　　　  
　　　　　　 ― 
おしゃべりタイム（10：30～） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作を楽しもう 

広報「おの」　2010.6 24

パパサタサロン「お父さんも遊ぼう」 
小崎恭弘 氏（10：30～11：30）※申込者対象 

おの夢館では、3月6・7日に行われた陣屋まつり
の写真展を開催します。皆さんお誘いあわせのうえ、
ぜひお立ち寄りください。 
　場所　おの夢館ギャラリー 
　期間　6月1日（火）～30日（水） 
　開館時間　10：00～17：00（水曜日休館） 

▼  
 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
▼  
 

●パパサタサロン講座「お父さんも遊ぼう♪」 
　日時　6月13日（日）10：30～11：30 
　場所　児童館チャイコム　遊戯室 
　対象　子育て中の親子 
　定員　80名（先着順） 
　講師　小崎恭弘氏（神戸常盤短期大学部 幼児教
育学科 准教授） 
参加料　１家族につき150円 
申し込み方法　児童館備え付けの申込用紙に必
要事項を記入のうえ、児童館へ申し込みくださ
い（ファクスも可）。 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
 

▼  
▼  
 

▼  
▼  

▼  

おたのしみPOCO



相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。 

市民・行政 月～金曜日 
9：00～17：00 

法　律 
6月9日（水）・23日（水） 
13：30～16：00 
※予約は毎月1日（休日の場合は 
　翌日）9時から受付します。 

市民サービス課相談室 

要予約 

要予約 

生活上の問題・行政に関する相談 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

いじめ担当グループ 
◯4110 

近畿税理士会・社支部事務局 
0790◯1897 

小野交通安全協会事務局 
◯1410 

人　権 

特設人権 

あんしん窓口 

消費生活 

高齢者総合相談 

住宅改造 
（高齢者・障がい者向） 

ふれあい福祉 

障がい者総合相談 

精神障がい者 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

乳幼児育児相談 

子育て 
安心ダイヤル 
思春期 

ホットダイヤル 
乳幼児発達相談 

不登校相談 

乳幼児育児不安 

女性のための相談 

母子自立 

女性のための 
医療相談 

いじめ等相談窓口 
（ＯＮＯひまわりほっとライン） 

税務相談 

法律相談 

外国人生活相談 

面接相談は要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

6月16日（水） 
13：30～15：30 
6月1日（火） 

10：00～15：30 

コミセンおの302号室 

コミセンおの205号室 

月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：00 

生活環境グループ 
月・水・金曜日 
9：00～17：00
月～金曜日 

9：00～17：00 

月～金曜日 
9：00～17：00 

火・木曜日 
10：00～15：00

月～金曜日 
9：00～17：00

6月18日（金） 
13：00～15：00 

木曜日 
9：00～12：00 

月～金曜日 
9：00～16：00 

月～土曜日 
10：00～17：00 
6月2日（水） 

9：45～11：00 
6月9日（水） 

9：30～10：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
6月1日（火）・14日（月） 
13：00～16：00 

月～金曜日 
13：00～17：00 

月～土曜日 
9：00～16：00 

木曜日 
（電話相談）9：40～11：40 
（面接相談）13：00～16：00

月・水・金曜日 
9：00～16：00

木曜日 
13：30～16：00

月～金曜日 
9：00～17：00 

6月3日（木）・17日（木） 
13：00～16：00 
※受付は15：30まで 
毎月第1土曜日 

13：00～16：00 

人権に関すること 

小野市民病院 
地域医療室内医療福祉相談室 

医療福祉に関する悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

うるおい交流館エクラ 
事務室 生活上の問題 

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

看護師による「医療に関する悩み」 
など 

市民安全部 
ヒューマンライフグループ 

いじめ、虐待、DV、セクハラなど 
いじめ相談 

3日：第2庁舎第1会議室 

17日：本庁舎3階第1会議室 
税金に関すること 

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること 

子どもの健康・栄養・発達に 
関すること 

体のこと・性のこと 

発達に関する相談 

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談 
で応じます 

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

乳幼児の子育ての悩みなど 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

女性が抱えるさまざまな問題 
※託児可能（要予約・無料） 

保健センター 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど 

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に 
おける相談 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

特に発育・栄養に関すること 

育児・発達・離乳食相談 

児童館チャイコム 

日常生活上での悩みごと 

高齢介護課相談室 介護・認知症に関する相談等 

福祉事務所相談室 
高齢介護課相談室 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 
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市民サービス課 
◯1013 63

人権啓発推進グループ 
◯1243 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

生活環境グループ 
◯1686 63

地域包括支援センター 
◯2174 63

高齢介護課・社会福祉課 
◯1011 63

社会福祉協議会 
◯2574 63

障害者地域生活・相談支 
援センター 

◯1000 内線725・735 63

社会福祉課障害福祉係 
◯1011 63

子育て支援課 
（家庭児童相談室） 

◯1645 63

児童館チャイコム 
◯7020 62

保健センター 
◯3977 63

適応教室 
◯4175 63

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

◯8428 62

男女共同参画センター 
相談専用電話 
◯8250 63

子育て支援課 
◯1645 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

国際交流協会事務局 
◯6763 62

62

49

62

中島町72番地 

ピアノマラソン

ダイアル ア ゴースト
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スタインウェイD274を弾き繋ぐ、市民ピ 
アニストの演奏をお楽しみください。 
◆場　所　エクラホール 
◆入場料　無料 

10月16日（土）18:30開演

◆場　所　エクラホール 
◆入場料（前売）  
　　  一   　 般２,０００円 
   　 高校生以下１,５００円 
 　 　（全席指定席） 
 

子育て中の方を応援しながら、子どもの発達を見守り、自分自身 
も成長していく。そんなボランティア活動をはじめてみませんか？ 
 

第
１
回
 

第
2
回
 
第
3
回
 
第
4
回
 

日　程 定員 内　　容　・　講　　師 

6/16（水） 
10:00～ 
　　12:00

6/26（土） 
14:30～ 
　　16:30

7/14（水） 
14:00～ 
　　16:00

8/29（日） 
14:00～ 
　　15:30

30 
名 

500 
名 

30 
名 

600 
名 

「アルシェ子育て支援委員会」 
「このゆびと～まれ♪」の活動について 
「出会いとつながりのパワー 
　　～ボランティアの魅力～」 
講師：片山操代 氏　　（参加料：無料） 
 男女共同参画センター講演会 
「もうなくしたい、子どもの悲劇」 
講師：汐見稔幸 氏　　（参加料：無料） 

「あなたの気づきで楽しい子育て」 
体験（音楽・呼吸・イメージを使った 
セルフコントロール方法など）と座談会 
講師：稲松由佳 氏　　（参加料：無料） 

ベルディホール住民企画事業 
「こころぽかぽかコンサートinにしたか」 
出演：新井宗平 氏ほか（参加料：500円） 

詳細は右表の通り 
◆場　　所　大会議室ほか 
　（4回目は多可町ベルディホール） 
◆締め切り　各回の1週間前 
◆一時保育　無料 
　　（要予約・定員あり1歳から） 
 

講座終了後、希望される方は
エクラ託児ルームのサポータ
ー、託児サークル「このゆび
と～まれ♪」の会員として、
登録および活動できます。 

女性のためのチャレンジ相談 
 仕事をしたい！新しい活動をはじめたい！ 

多くの女性をサポートしてきた女性相談員が 
ライフプランに沿ったアドバイスをします。 
◆相談員　上芝美恵 氏 
　　　　　（キャリアデベロップメントアドバイザー） 

◆日　程　7月13日（火）、9月14日（火） 
◆時　間　１人約５０分（個別カウンセリング） 
　　　　　①11時　②13時　③14時 
◆場　所　エクラ内　相談室 
◆料　金　無料（予約制・先着順） 
 

窓口・電話でお申し込みください。 
ご予約は�◯6765まで 
 

チケット発売日 
友の会6月19日 
一　般6月26日 

62

出演者が実行委員として企画運営を行うイベ
ントです。ゲストとしてアカペラグループ「宝
船」が登場！『一緒に盛り上げていこう！』
という方のご応募をお待ちしています。 
◆参加資格 
 
◆参 加 料 
 
ジャンルは問いません。詳しい募集要項は、
事務局までお問い合わせください。 

ハーモニーを主体とした3人から
8人までのグループ 
1グループ2,000円 
高校生以下のグループは1,000円 
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4月10日大阪中央体育館で行われた同大会で、小野中男子柔
道部（団体）が近畿2府4県128チームの頂点に輝きました。 
9月に行われる全国大会に向け、主将の岡田君は、「昨年全
国優勝し注目もされていて緊張する。小柄なチームだか練習し
て、普段の力が出せるよう頑張りたい」と話していまいた。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会体育保健課） 

写
真
右
か
ら
、
岡
田
大
希
君
、

光
明
駿
君
、
鳥
居
天
凱
君
、

村
上
隆
貴
君
、
石
田
拓
穂
君
、

広
瀬
正
汰
君
。 

昨年10月に開催された全国
障害者スポーツ大会「トキめ
き新潟大会」の卓球競技（少年
男子・知的障害区分）での優勝
が評価され、第4回兵庫県障害
者のじぎくスポーツ大会開会
式（アメニス城山体育館（三田市））
にて表彰を受けられました。 
　　　　　　　（社会福祉課） 

4月9日朝、市内で建物火災
があり、現場を通りかかった
石田浩士さん（写真右）は、「建
物内に人がいる」との情報を
聞き、建物内へ。また、煙を
発見し現場に駆けつけた　　
正一さん（同左）も、建物内に
入り、先に救出に向かわれて
いた石田さんと共に協力して
男性1名を屋外へ救出されまし
た。 
このたび、2名に対して友定
消防長（同中央）から感謝状を
贈呈しました。 
　　　　　　　　　（消防本部） 

県では、ため池の適正な管
理に努め、地域住民の安全と
農業振興に貢献された、ため
池管理者に対して、優良ため
池管理者表彰を行っています。 
久保木町自治会では、旭丘
中学校の東にある「夫婦池」で、
草刈りやゴミ拾いを行うなど、
良好に維持管理をされています。
また、約3,000本のスイセンを
植栽し、ドライバーや通学路と
して利用する小中学生の目を
楽しませています。 
　　　　　　　　　（産業課） 

眼
科
医
長
 田
中
志
代
 

た
な
か
　
し
よ
 

5
月
に
小
野
市
民
病
院
に
着
任

し
ま
し
た
。 

皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

藤田善雄 前自治会長 長谷川忠博 自治会長 
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桜咲く晴天のなか、ウォーキングにた
くさんの方々が参加されました。穏やか
な陽射しに包まれながら、それぞれ自分
のペースでお花見を楽しみながら歩かれ
ていました。また豚汁やおにぎりも振る
舞われ充実感あふれるひとときでした。 
（大部小学校区 井上佐和さん） 

市役所前 

 

好古館 

 

JR市場駅の夜桜　（京谷隆弘さん提供） 
やなせ苑 

 

耳を澄ますと東条川のせせらぎが聞こ
えてくるなか、池田町にある桃畑では、
黄色の菜の花や、土蔵の白壁をおおうほ
ど桃の花が満開でした。きれいに手入れ
された『中生白鳳（なかせはくほう）』と
いう品種の桃の木が20本植わっていました。 
（下東条小学校区 藤原登代子さん・山森か
おるさん） 

コミセンおおべにおいて「友樹会」盆栽
展が行われました。盆栽の最高レベルであ
る「国風盆栽展」で今回見事に受賞された
方の作品も展示してあり、大盛況でした。 
初めて触れた「盆栽」の世界でしたが、

製作者の想いやご努力を想像すると壮大な
自然の景色が見えてきそうでした。 
（大部小学校区 河嶋榮里子さん） 
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番
地
 

四
件
目
は
、「
王
塚
古
墳
の
出
土

品（
一
括
）」。
市
役
所
北
側
に
あ
る

古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
５
世
紀
中

ご
ろ
の
甲
冑
・
鏡
・
刀
な
ど
で
す
。 

市
指
定
文
化
財
に
新
し
く
４
件

を
指
定
し
ま
し
た
。 

一
件
目
は
、
河
合
中
町
の
「
石

造
層
塔
」。
観
音
堂
に
本
尊
と
し
て

ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
後

半
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

二
・
三
件
目
は
、
浄
土
寺
の
二

種
類
の
「
大
般
若
経
」。
小
野
藩
主

一
柳
家
が
奉
納
に
関
わ
っ
た
二
組

の
経
典
で
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
す
。 

郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
で
文
学
者
・

上
田
三
四
二
の
生
い
立
ち
や
業
績
を
、

写
真
、
関
係
資
料
、
自
筆
原
稿
、

著
書
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
、
第
２０
回
上
田
三
四
二
記

念
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
昨

年
度
）の
優
秀
作
品（
１
席
か
ら
５
席
）

を
作
者
自
筆
の
色
紙
で
紹
介
し
ま
す
。 

▼
場
所
　
好
古
館
２
階
展
示
室
 

▼
入
館
料
 

高
校
生
以
上
　
２
０
０
円
 

小
・
中
学
生
　
１
０
０
円
 

（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
の
場
合

無
料
） 

▼
開
館
時
間
　
９
時
３０
分
か
ら
１７

時
 

▼
休
館
日
　
月
曜
日
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浄谷町公民館とその南側に残る「塩田池」のことで、
「地蔵池」とも呼ばれています。伝承によれば、当池
の西方に広がる広大な耕地は、原田野と呼ばれ、浄土
寺を建立した重源上人が開墾した「鹿野ヶ原」にあた
るとされています。 
この開墾の時に使用した鋤や鍬を当池で洗ったため、
池が濁るようになり、「にごり池」と呼ばれるように
なったとのこと
です。ただし、
重源上人の命日
にあたる6月4日
の朝方だけは、
水が澄むといわ
れています。 

アクセス 
 

ひまわりの丘公園から南へ500ｍ（浄谷町公民館南側） 

 

浄土寺の大般若経 

 

王塚古墳の甲冑 
せ
き
 

だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う
 

お
う
づ
か

こ
ふ
ん
 

か
っ
ち
ゅ
う
 

ぞ
う
そ
う
と
う
 

小野市茶道協会は、活動をはじめて26年になります。 
一碗を手にとる心の時間を、一人でも多くの方に知っ
ていただきたいと「さくら茶会」「小野市短歌フォーラ
ム茶会」「敬老ふれあい茶会」「観月茶会」「市民大茶会」
や、好古館柳風亭での茶道体験など、四季折々の風情
をめでながら楽しんでいただける茶席をもうけていま
す。 
人をもてなす心、もてなされる人の心、また、人を
思いやるあたたかい心がお茶席にあります。 
一碗を手にしていただく席のなかに、季節の花・お
菓子があり、先人のことばがあり、もてなす側の思い
があります。その思いを受けとりながら会話をするの
も楽しみのひとつです。 
お茶会については、広報おので随時お知らせしてい
ますので、皆さんお揃いでお越しいただき、一碗から
広がる茶道の心をお楽しみください。 問い合わせ先 

　いきいき社会創造課（�　2445） 
 

◯ 63
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市場町 
1歳4か月 

やんちゃ坊主の大河くん。 
お姉ちゃん二人に鍛えられて、 
元気に育ってね！ 
　　　　　　（父　尊重さん） 

食欲旺盛な柊くん！ 
葵お姉ちゃんと仲良くね。 
　　　　　（母　弘美さん）　　 

食べるの大好き大翔くん。 たくさん食べて大きく育ってネ 　　　　　（母　めぐみさん） 

来住町 

1歳4か月 

大海を悠々と進む帆船の様 

に… 
大きくなあれ！！ 
　　　　　（母　智香さん）

 

大島町 
1歳4か月 もりもと  ゆ   い 

ワンワン大好きなゆい 
元気いっぱい育ってね 
　　　（母　好美さん） 

黒川町 
1歳4か月 た ま だ  ゆう　ご 

くいしん坊の悠悟、 
元気に大きくなってね♪ 
　　　（母　真由さん） 

来住町 
1歳3か月 ふじわら そう と 

好奇心旺盛で、やんちゃな 

そうちゃん！ 
日々発見、日々成長だネ★ 

　　　 　（母　和恵さん） 

王子町 
1歳4か月 

大島町 
1歳4か月 

ごうろく しゅう  

い し い ひ ろ と  
おきなか　はくほ 

さ さ き た い が  

龍の伝説が残る 
八ヶ池 

 

フットサルコート 

 

龍翔ドーム（夜景） 

 

龍翔ドーム（内部） 

利用者が多く、 
予約でいっぱい!? 
 

夜はとっても幻想的。 
存在感バツグン！ 
 

全天候型ドームで、 
雨でも安心。 
 

子ども用遊具に芝生広場、親水池を完備。 
隠れた遊びスポット！ 
 

施設情報 

●所在地　河合中町942番地 

●連絡先　66-5550（管理事務所） 

●利用時間 

　（平　　 日） 9：00～22：00 

　（土・日 祝） 8：00～22：00 

●休場日　毎月第4月曜日 



◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

日   月   火   水   木   金   土 Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

最新情報は 
http://www.onokato-med.or.jp/ 

内　容 対　象 日　程 時　間 
  

�

�

�

�

※教室には、開始時刻までにお越しください。 

曜　日 診療時間 

◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください 

　 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

緑駿病院 
復井町 
66-2020

伊佐治医院 
神明町 
63-7887

小野市民病院 
中町 
63-2020 

緑駿病院 
復井町 
66-2020
小野市民病院 
中町 
63-2020 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

加東市社 
0795-40-0202

ふるもとクリニック 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

森下クリニック 
　加東市社 

0795-42-0024

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

柏木医院 
船木町 
67-0199

柏木医院 
船木町 
67-0199

岡村医院 
敷地町 
62-4300

まつい子どもクリニック 
敷地町 
63-7366

岡田内科医院 
市場町 
62-7366

井岡医院 
菅田町 
67-2367

土井病院 
復井町 
66-2119

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048

復井診療所 
復井町 
66-7318

つぼた小児科医院 
西本町 
62-2752

依藤診療所 
本町 
63-0028

青山医院 
加東市吉井 
0795-46-0321

赤羽目医院 
加東市北野 
0795-48-5058

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」をご覧ください 
当番病院は、消防署（�◯0119）で確認のうえ受診してください 
 

63

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービス 
　（�◯7119）または、消防署（�◯0119）で確認してください 63 63

広報「おの」　2010.6 32

桂医院 
加東市大門 
0795-43-0252

松本小児科医院 
加東市社 
0795-42-5105

人　口　50,549人（前月比  ＋9） 
　男　　24,677人　　　女　　25,872人 
世帯数　18,497世帯　　面積　  93.84㎞2

 
5月1日現在 
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育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

嬉野診療所 
加東市山国 
0795-42-8477

山口内科医院 
本町 
64-0202

まえだクリニック 
大島町 
64-0771

井上医院 
加東市沢部 
0795-42-1190

福岡クリニック 
神明町 
63-1600

松原メイフラワー病院 
加東市藤田 
0795-42-8851

緑駿病院 
復井町 
66-2020 

森下クリニック 
加東市社 
0795-42-0024

森下クリニック 
加東市社 
0795-42-0024

坂本医院 
加東市上中 
0795-42-6660

田渕医院 
加東市新町 
0795-48-0160

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

松尾内科 
黒川町 
64-0880 

小島クリニック 
王子町 
64-2727


